
 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度（令和５年度対象） 

生駒市教育委員会活動点検評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年８月 

 

生駒市教育委員会 



 

 

生駒市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の  

状況に関する点検・評価について  

 

生駒市教育委員会では、市の教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の

大綱である「生駒市教育大綱」で示された基本方針に基づく具体的な事業を掲げた

教育大綱アクションプランを毎年度策定しています。教育大綱アクションプラン

は、社会情勢の変化や点検・評価の結果を踏まえ、毎年度見直しを行うこととなっ

ています。  

第２次生駒市教育大綱の最終年度となる令和５年度も、教育大綱アクションプ

ランを基に、大綱の基本理念である「『遊ぼう』『学ぼう』『生きよう』みんなで

いこまを楽しもう」の実現に向けて、各施策及び事業に取り組んでまいりました。  

令和５年度は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが５月から

５類感染症となったことから、活動における様々な制限や制約がなくなり、「コロ

ナ前」のように活動を行えるようになりました。一方で、コロナ禍が社会に及ぼし

た影響は大きく、多くの面で新たなスタートを切った１年となりました。  

このような中、地方教育行政の組織及び運営に関する法律に基づく、生駒市教育

委員会の権限に属する事務の管理及び執行状況について、アクションプランに掲

げられた施策及び事業を中心に、令和５年度の実績の点検・評価を行いましたので、

同法第２６条の規定により報告します。  

 

  令和６年８月２６日  

                       生駒市教育委員会  

                       教育長  原  井  葉  子  
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令和６年度（令和５年度対象）活動点検評価報告書の作成にあたって  

 

１  報告書の位置付け  

この報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（以下「法」とい

う。）第２６条第１項の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及び執

行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを

議会に提出するとともに、公表するものです。  

 

２  国等の動向  

国では、改正法が平成２７年４月に施行され、教育委員会制度が大きく変わりま

した。  

また、学習指導要領が平成２８年度末に改訂され、幼稚園は平成３０年度、小学

校は令和２年度、中学校は令和３年度から新たな学習指導要領に基づく教育課程

や指導が実施され、「主体的・対話的で深い学び」を実現するための取組や、小学

校高学年での「外国語科」の導入など、教育を取り巻く環境が大きく変わりました。 

あわせて、令和２年度には新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、ＧＩＧＡスク

ール構想が前倒しされ、情報端末が児童生徒１人に１台配備されました。また、中

央教育審議会では、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を柱とした「令和の日

本型学校教育」の実現がまとめられています。  

生駒市では、平成２８年６月に「生駒市教育大綱」を策定し、基本理念である「『遊

ぼう』『学ぼう』『生きよう』みんなでいこまを楽しもう」の実現に向けた具体的

な取組を「アクションプラン」として掲げ、毎年度 P D C A サイクルに基づく効果的

な進行管理を行うことにより、より実効的な施策・事業を推進しています。  

なお、本大綱は推進期間が４年間とされていたことから、社会情勢の変化やアク

ションプランにおける実績や成果等を踏まえて、令和２年６月に第２次生駒市教

育大綱を策定し、具体的な取組を進めています。また、第２次生駒市教育大綱も策

定から４年を経過することから、第２次生駒市教育大綱に基づく施策及び事業の

点検・評価は今回で最後になります。  
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３  点検評価の概要  

 ( 1 )  点検評価の対象  

   令和５年度は、教育委員会が行っている活動を大きく下記の２つに分類しそ

れらを構成する各施策・事業について、点検評価を行います。  

   ①教育委員会の活動状況  

   ②第２次生駒市教育大綱に基づく施策・事業  
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基本方針１ 子育てを楽しめる地域づくり 

 

 １ 保護者支援の場・コミュニティづくり 

 

 ２ 「遊び」を「学び」につなぐ就学前教育の充実 

基本方針２ ２１世紀を生き抜くしなやかでたくましい人づくり 

 

 １ 地域に開かれ、地域とともにある学校づくりの推進 

 

 ２ ICT機器を活用した新たな学びの創出と時代に応じた環境整備 

 

 

５ 「楽しい授業づくり」のための教職員の育成と環境整備 

 

 

４ 主体的に学び、挑戦を続けるたくましい心身の育成 

 

 

３ 多様性を認める柔軟性とやさしい心の育成 

 

 

基本方針３ すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会づくり 

 

 １ すべての人が楽しく、安心して成長し、活躍できる機会の創出 

 

 ２ 人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図書館づくり 

 

 ３ 歴史 ・ 伝統文化 ・ 芸術を通じた、より豊かなまちの実現 

 

 ４ 「健康」 「生きがい」 「仲間」 「まち」 をつくるスポーツの発展 
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 ( 2 )  点検評価の方法  

   各事業の取組の実績を踏まえ、達成状況を４段階の評価基準をもって評価し

ます。  

    【評価基準】  

    Ｓ  目標を上回る成果、効果を得ることができた。  

    Ａ  取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ、目標を達成した。  

    Ｂ  一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない。  

    Ｃ  未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない。  

 

評価にあたっては、アクションプラン掲載事業については目標に対する達

成度を評価するとともに、取組内容や当該事業等の実施によってどのような

効果が得られたのかを明確にして評価を行います。  

未達成の事業や取組が十分でない事業がある場合は、その要因と理由を明

確にし、次年度以降の活動や事業等の実施に活かします。  

 

 (３ )  評価の総括  

教育委員会の活動状況  

事業数７   S ： ０  A ： ７  B ： ０  C ： ０   

事業・取組名称  評価  

教育委員会会議の開催  A  

学校訪問、各施設視察、研究発表会・学校行事の参観  A  

その他市教育委員会主催事業等への参加  A  

教育委員としての資質・能力の向上  A  

各種教育機関との連携  A  

総合教育会議の開催（会議は市長が主催）  A  

教育大綱アクションプランの策定  A  
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教育大綱に基づく施策・事業  

総事業数９０   S ： ５  A ： ８ １   B ： ３  C ： １  

 

基本方針１  子育てを楽しめる地域づくり  

 事業数１６   S ： ０  A ： 1 5   B ： 1  C ： ０  

事業・取組名称  評価  

子ども家庭総合支援拠点の充実  A  

第３期生駒市子ども・子育て支援事業計画策定事業  A  

地域で支え合う子育ての推進  A  

男性の育児を促す取組の推進  A  

待機児童解消に向けた取組の推進  B  

地域子育て支援拠点事業  A  

学童保育の充実  A  

家庭・学校・地域が連携した家庭教育の支援  A  

幼児期の教育と小学校教育の育ちをつなぐ保幼小接続事業  A  

幼稚園コミュニティ・スクール  A  

保護者・地域と連携した特色ある幼稚園運営の取組  A  

公立幼稚園のあり方に関する検討事業  A  

市立幼稚園における預かり保育の実施  A  

生駒幼稚園こども園移行事業  A  

特別支援教育の充実  A  

幼稚園・保育所教員研修の実施  A  

 

基本方針２  2 1 世紀を生き抜くしなやかでたくましい人づくり  

  事業数 4０   S ： ４  A ： ３５  B ： １  C ： ０  

事業・取組名称  評価  

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の推進  A  

放課後子ども教室の運営  A  

いこま教育フォーラムの実施  Ｓ  

積極的な情報公開と学校評価の実施  A  

学校創造推進事業  A  

安全教育の推進  A  

スクールボランティアプログラム・学びのサポーター派遣事業  A  

I C T を活用した教育の推進  A  

I C T 活用教育リーダー育成研修の実施  A  

G o o g l e 認定教育者資格取得支援事業  Ｓ  

プログラミング教育の推進  A  
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I C T 活用教育支援事業  A  

小・中学校のあり方検討事業  A  

小中学校施設の計画的な大規模改修事業  A  

生駒南小学校・中学校老朽化対策事業  B  

学校給食センター整備事業  A  

自殺対策推進事業  A  

ＩＣＴ機器を安全に活用するための情報モラル教育の推進  A  

いじめ防止等の施策推進  A  

特別支援教育の充実  A  

不登校支援推進 （ のびのびほっ とルーム 、い きいきほっと ルーム 、

o V i c e ）の運営  
A  

自校式通級指導教室推進事業  A  

スクールカウンセラー配置の拡充  A  

スクールソーシャルワーカー配置の拡充  A  

特別支援教育支援員の配置  A  

教育相談の実施  A  

ことばの教室・通級指導教室エルの運営  A  

読書活動・学校図書館の充実  A  

生駒こどもチャレンジ補助事業  A  

社会に開かれた学校教育推進事業  A  

部活動支援事業  A  

チャレンジ！やさしくたくましいいこまっ子キャンプ  A  

小学校１年生３０人程度学級の実施  A  

伝え合う力育成事業  A  

奈良先端科学技術大学院大学と連携した授業の実施  A  

教職員がいきいきと子どもと向き合う時間創造プログラムの推進  A  

グローバル時代に対応した外国語教育の推進  A  

問題発見能力や他者と協働するコミュニケーション能力の育成  A  

市内教員（ミドルリーダー）向け先進校視察支援事業  Ｓ  

講師不足対策  Ｓ  

 

基本方針３  すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会づくり  

  事業数 3 4   S ： 1  A ：3 1  B ： 1  C ： 1  

事業・取組名称  評価  

幅広い世代への学ぶ機会の提供と地域の人材活用 A  

困難を抱える子ども・若者に対する支援の充実  A  

学びと活躍推進事業  S  

多様性を認め合う場の提供  C  
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高齢者の学びへの意欲向上と、学びを「行動」につなげる仕組み

づくり  
A  

家庭・学校・地域が連携した家庭教育の支援  A  

新たな地域クラブ活動推進事業  A  

生涯学習施設整備事業  A  

体育施設整備事業  A  

生涯学習施設の設備の充実  A  

生涯学習施設の管理運営  A  

子ども読書活動の充実  A  

「人を通して人を知る」「本を通して人を知る」をキャッチフレ

ーズとするビブリオバトル全国大会の開催  
A  

市民との連携や「協創」のもと、まちづくりの拠点となる図書館づくり A  

図書館読書バリアフリー事業 A  

図書館本館リニューアル事業 A  

図書館の運営と充実 A  

子ども読書活動の充実 A  

読書活動ボランティアの育成と協働による事業推進 A  

『生駒市史』編さん事業  A  

市史編さん収集資料活用事業「いこま歴史アーカイブ」 A  

歴史・伝統文化の学びの場の提供と情報発信 A  

市民との「協創」による「音楽のまち生駒」の発信 A  

生駒ふるさとミュージアム管理運営 A  

文化芸術事業 A  

文化財保護と歴史文化の普及 A  

第２期スポーツ推進計画策定事業 A  

総合型地域スポーツクラブ育成・支援事業  A  

みんなのスポーツ推進事業  A  

トップアスリート連携事業  B  

子ども体力向上事業の実施  A  

スポーツ、レクリエーション活動  A  

社会体育施設の管理運営  A  

スポーツ推進審議会の開催、スポーツ推進委員の運営  A  

 

４  生駒市教育委員会活動点検評価委員の意見  

点検及び評価にあたっては、法第２６条第２項の規定により、教育に関し学識経

験を有する者の知見を活用するため、生駒市教育委員会活動点検評価委員２名を

委嘱し、教育委員会による自己評価に対し、同委員から意見が提出されています。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

教育委員会の活動状況  

 

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

教 育 委 員 会

会議の開催  

定例会及び臨時会を

開催 し 、 議 案 及 び 報

告案件を審議する。  

教育委員会が所管す

る予算 、 規則の制定

改廃 、 人事案件等に

つ い て 議決 、 承 認 を

行う。  

【会議開催回数】  

定例会： １２回  

臨時会：３回  

 

【審議件数】  

議案：2 8 件  

報告案件： １９件  

A  

直 接 会 議 の 場 に

参 加 が で き な い

場合でもオンライ

ンを活用すること

により会議に参加

できる環境が整え

ら れ て い る こ と

で、委員が直接議

論 を 行 う 機 会 を

創出でき、規則の

制 定 改 廃 や 学 校

で の 事 案 等 の 各

案件について、十

分な審議の上、遅

滞な く議決 、承認

を行った。  

学 校 訪 問 、

各 施 設 視

察 、 研 究 発

表会・学校行

事の参観  

定 期 学 校 訪 問 を 実

施。  

３０校園を対象に訪問

し 、 授 業 の 参観及 び

学校運営全般にわた

る視察を行った。  

 

市内３０校園で学校訪

問 を 実 施 し 、 学 校 経

営、教育課程の運用、

学習指導など学校教育

全般にわたり、学校の

実態に即して指導助言

するとともに、各学校が

主体的に、より充実し

た教育活動や特色ある

学校経営が推進できる

よう支援した。  

ま た 、 授 業 の 在 り 方

を 見直 し 、 授 業 改善

を 進 め る よ う に 助 言

した。  

A  

コロナ禍を経て新

たに動き出した学

校 の 取 組 に つ い

て視察を行った 。

オン ラ イ ン授業の

実施や １ 人 １ 台端

末 を 活 用 し た 授

業など新たな学び

方 に つ い て の 現

状を確認すること

ができた 。学習指

導 要 領 に 沿 っ た

授 業 改 善 を 推 進

するように助言し

た。  

そ の 他 市 教

育 委 員 会 主

催 事 業 等 へ

の参加  

成人式 、市民体育大

会及び市民体育祭 、

生駒市人権教育推進

協議会総会及び研究

大会等へ参加する。  

開催された教育委員

会主催事業に参加し

た。  

(二十歳のつどい、市

民体育大会 、生駒市

人権教育推進協議会

総会及び研究大会 )  

A  

市 教 育 委 員 会 等

が 主 催 す る 行 事

に参加し、市教育

行 政 に つ い て 理

解を深めることが

できた。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

教 育 委 員 と

し ての資質 ・

能力の向上  

全国及び県で開催さ

れる研修会等へ参加

し、教育委員としての

資 質 ・ 能 力 の向上 を

図る。  

市町村教育委員会研

究協議会 、 近畿市町

村教育委員会研修大

会 、奈良県市町村教

育委員会連合会研修

大会に参加。  

A  

対面のほか、オン

ラ イ ンで開催され

た 研 修 会 に も 積

極的に参加するこ

とで、教育委員各

個 人 に お い て 研

鑽を積み、能力向

上につながっ た 。

また、国の動向や

県 内 外 の 市 町 村

教 育 委 員 会 の 現

状 や 課 題 を 知 る

こ と が で き た の

は、教育委員の資

質 向 上 に 有 効 で

あった。  

各 種 教 育 機

関との連携  

教育委員会が設置す

る附属機関や教育関

係機関 ・ 団 体等の活

用 ・連携により 、多種

多様な教育課題に的

確に対応する。  

附属機関の活用や教

育関係団体との連携

を図った。  

（社会教育委員、スポ

ー ツ推進審議会 、 子

ども ・子育て会議、市

史編さん委員会）  

A  

例 年 同 様 、 多 種

多 様 な 教 育 課 題

に 附 属 機 関 の 活

用 な ど の 的 確 な

対応を行うと とも

に、教育関係機関

と の 積 極 的 な 連

携に努めることが

できた。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

総 合 教 育 会

議の開催（会

議 は 市 長 が

主催）  

I C T 教 育 や 小 中 一

貫教育をは じ め と す

る教育環境の充実に

つ い て 、 市 長 と 協 議

を行う。  

総合教育会議を ５回

開催し 、 「第 ３次生駒

市教育大綱の策定に

ついて 」 、 「 壱分幼稚

園の認定こ ど も園整

備に関する基本計画

策定について 」 、 「 生

駒南小学校 ・ 生駒南

中学校整備事業基本

構 想 に つ い て 」 を 協

議した。  

A  

第 ３ 次 生 駒 市 教

育 大 綱 の 策 定 に

向けて 、令和 ５年

度は５回にわたっ

て協議を行い、教

育 大 綱 の 内 容 に

つ い て 深 い 議 論

を行うこ とができ

た。壱分幼稚園の

認定こども園整備

に 関 す る 基 本 計

画では、民営化さ

れた場合のメリ ッ

ト や デ メ リ ッ ト を

協議し、基本計画

案 の 改 善 を 図 っ

た 。 ま た 、 生 駒 南

小学校・生駒南中

学 校 整 備 事 業 基

本 構 想 に つ い て

は、地域での意見

を 盛 り 込 ん だ 基

本 構 想 案 を 協 議

し 、新しい学校整

備に向けてどのよ

うな学校を作って

いくかの認識を共

有できた。  

教 育 大 綱 ア

ク シ ョ ン プ ラ

ンの策定  

大綱の基本理念及び

基本方針を実現する

ため、具体的な施策・

事 業 を 掲 げた ア ク シ

ョンプランを策定し 、

P D C A サイクルに基

づ く 実効性のあ る 取

組を推進する。  

令 和 ２ 年 ６ 月 に 策 定

さ れ た 第 ２ 次 生駒市

教育大綱 に基 づ き 、

令和５年度アクション

プランを策定した。  

A  

生 駒 市 教 育 大 綱

に基づ く ア ク シ ョ

ン プ ラ ン を 策 定

し、P D C A サイク

ル に基づ く施策 ・

事 業 の 推 進 を 行

う こ と が で き 、 事

業の重点化、実効

性担保などを図る

一 助 と な っ て い

る。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・第２次生駒市教育大綱に基づく、新たな事業や施策を展開していくとともに  

事業等の検証を常に行い、次年度以降の取組に活かしていく。  

・令和６年度に第３次教育大綱が策定されることを踏まえ、総合教育会議での  

市長との協議を進めながら、新たな教育大綱の下で教育委員会として市の教  

育のさらなる発展に向けた事業を推進していく。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

教育大綱に基づく施策・事業  

 

基本方針１  子育てを楽しめる地域づくり  

１  保護者支援の場・コミュニティづくり  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

子 ど も 家 庭

総 合 支 援 拠

点の充実  

子育て家庭と妊産婦

等 を 支 援 す る た め 、

関係機関と連携 し支

援することにより 、虐

待の未然防止 ・ 早 期

発見に努める。  

・ 拠 点 の相談体制の

充実  

・ 生 駒 市要保護児童

対 策 地 域 協 議 会 の

運営 （個別ケース検

討会議 ： 3 ９ ８回 /実

務者会議：２４回 /代

表者会議： １回）  

A  

拠点担当者に必要

な研修を受講させ、

知識 ・対応力の向

上により、相談体制

を充実させた。  

また、虐待ケースに

対応する際 、その

家庭に関係する機

関で集まって情報

共有し 、その家庭

の状況に沿った支

援計画を立て 、そ

れぞれの機関が役

割分担をして必要

な支援を家庭に入

れていくことで、子

育て家庭と妊産婦

等への支援を行っ

た。 

・ 拠 点 に 必 要 な 専 門

職 の 配 置 及 び 相 談

体制の充実  

・ 生 駒 市要保護児童

対 策 地 域 協 議 会 の

運営  

第 ３ 期 生 駒

市子ども ・ 子

育 て 支 援 事

業 計 画 策 定

事業  

現行の第 ２期生駒市

子 ど も ・ 子 育 て 支 援

事業計画が令和 ６年

度に最終年度を迎え

る た め 、 令 和 ７ 年 度

から １ １年度を計画期

間 と す る 第 ３ 期 生 駒

市 子 ど も ・ 子 育 て 支

援事業計画を策定す

る。  

・第 3 期子ども・子育

て 支 援 事 業 計 画 の

策定にあたり 、量の

見込みの根拠として

ニ ー ズ 調 査 を 実 施

する。  A  

令和６年 2 月にそ

れ ぞ れ 保 護 者 を

対象として就学前

2 , 0 0 0 、 小 学 生

1 , 2 0 0 の調査票

を 発 送 、 就 学 前

1 , 3 5 2 ( 6 7 . 6 %

) 、 小 学 生 7 3 3

（6 1 . 0 % ）の回答

があった。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

地 域 で 支 え

合 う 子 育 て

の推進  

フ ァ ミ リ ー ・ サ ポ ー ト

事 業 の 周 知 を 図 り 、

子育てを地域で支え

あうためのコミュニテ

ィを構築する。  

子育 て シ ェ ア を 広 げ

るための地域交流会

の開催 、 及 び地元マ

マサポー ターや会員

に よ る 子 育 て シ ェ ア

の 拡 大 を サ ポ ー ト す

る。  

・ファミリー ・サポート  

依頼会員：７２５人  

援助会員： １ ８５人  

両方会員：  ４ １人  

合計：９５ １人  

活動件数 2 ,３９８件  

 

・子育てシェア  

シ ェ ア コ ン シ ェ ル ジ

ュ （ マ マ サ ポ ー タ

ー） ：７人  

登録者数：３７３人  

 

A  

【 フ ァ ミ リー ・サポ

―ト 】  

1 1 月 1 日からセ

ンター内での短時

間 預 か り 事 業 が

は じ ま っ た こ と に

より 、依頼会員援

助 会 員 と も に 会

員数が大きく増加

した。  

 

【子育てシェア】  

毎月オンライ ンで

の 説 明 会 を 開 催

し 、事業の周知を

はかった こ と によ

り 、登録者数を増

や し 、 シ ェ ア コ ン

シ ェ ル ジ ュ ７ 人 を

維持した。  

・ ファミリー ・サポート

事業の周知  

・ 子 育 て シ ェ ア の 交

流会の開催、及び事

業周知のサポート  

男 性 の 育 児

を 促 す 取 組

の推進  

父親が育児を自らの

こ と と 捉 え ら れ る よ

う 、 父 親 の 子 育 て を

後押 しする事業を実

施する。  

【開催回数】  

・パパセミナー  

２期各４回  計８回  

参加組数： １５組  

（ 対 象 ： 第 １ 子 と 父

母）  

・ 夫 婦 で 聞 く 前 向 き

子育てセミナー  １回  

参加組数：７組  

 
A  

【パパセミナー】  

２ 期開催 した 。 講

座 修 了 後 の ア ン

ケートでは父親が

こどもと関わる時

間が増えたなどの

声が聞かれた。  

 

【 夫婦で聞く前向

き 子 育 て セ ミ ナ

ー】  

紹介されたこども

との関わり方につ

いて 、実践してみ

よ う と 思 う な ど の

前 向 き な 感 想 が

みられた。  

・パパセミナー /３期  

・ 夫 婦 で 聞 く 前 向 き

子 育 て セ ミ ナ ー / １

回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

待 機 児 童 解

消 に 向 け た

取組の推進  

令和 ６ 年度 ま での待

機児童解消に向け 、

小規模保育所又は認

可保育所等（分園）の

新 設 、 保 育 人 材 確

保、保育コンシェルジ

ュ相談事業を実施す

る。  

・ 小 規 模保育所及び

保 育 所 等 の 分 園 公

募 ： １ 者 の応募があ

ったが、事業者選定

には至らず。  

・ 「 資格をいかそう！

相談会 」 参加者 ：延

べ 3 1 人  

・ 保育コンシェルジュ

相談件数：３６２件  

・ 短 時 間勤務保育士

に 対 す る 処 遇 改 善

補助実施。保育士サ

ポート手当新設  

/ 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日

入所の待機児童数１

６人  

B  

・小規模保育所及  

び保育所等の分  

園の誘致につい  

て、応募事業者  

から卒園後の３  

歳児を受け入れ  

る連携施設確保  

の提案がなかっ  

たことから、事業  

者選定に至らな  

かった。  

・出生数は減少傾  

向 に あ る も の の

全国的な保育士

不 足 、 保 育 ニ ー

ズ の 高 ま り や 生

駒駅及び東生駒

駅周辺の受け皿

の 不 足 等 に よ

り 、 待 機 児 童 が

発生している。  

保育コンシェル  

ジュの出前相談  

回数を増やす  

等、保護者に寄  

り添う支援を充  

実させたこと  

が、交通至便な  

保育所等への希  

望者の偏重に伴  

う利用定員と  

の間の乖離（ミ  

ス マ ッ チ ） の 解

消や保護者の安  

心に繋がってい  

る。  

・ 小 規 模保育所の公

募 等 、 地 域 型 保 育

事業の推進  

・ 保 育 士確保事業の

実施  

・ 保 育 士 確保 事業 と

して 、短時間勤務保

育士を対象とした処

遇 改 善 補 助 金 を 創

設す る と と も に 、 新

規 に 雇 用 し た 常 勤

保育士、保育教諭に

は １ 年 経 過 ご と に 、

手 当 を 支 給 す る 。

（３年間）  

/待機児童数：５人  
※ R 2 . 1 0～保育所等利用

の 実 質 待 機 児 童 数 の カ
ウン ト方法見直し  

▸新カウン ト方式  

６ 園 以 上 を 希 望 し て 入 所
が決まらなかった児童数  

▸旧カウン ト方式  

２ 園 以 上 を 希 望 し て 入 所

が決まらなかった児童数  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

地 域 子 育 て

支 援 拠 点 事

業  

乳幼児及びその保護

者の交流を行う場所

を 開 設 し 、 子 育 て に

つ い て の相談 、 情報

の提供 、 助言 そ の他

の援助を行う。  

利 用人 数 ： 3 3 , 8 3 3

人  

A  

感 染 拡 大 防 止 に

努めながら 、年間

を 通 し て 開 所 し

た 。 こ ど もの発達

や生活リズムのこ

となど様々な子育

て 相 談 が 寄 せ ら

れ 、 拠 点 に お い

て 、利用者に寄り

添 っ た 対 応 に 努

めた。  

年間を通して、市内  

１ ０か所で事業実施  

/利用人数：4 8 , 0 8 1

人  

学 童 保 育 の

充実  

増加する学童保育需

要 に 対 応 す る た め 、

生駒市学童保育運営

協議会が運営する学

童 保 育 所 の 環 境 整

備 、 指 導 員確保 な ど

に よ る 体 制 づ く り に

取組むとともに、新た

な ニ ー ズ に 応 え る た

め 、 民 間 事業者 に よ

る学童保育事業を促

進する。  

学童児童増加に伴う

分散保育を目的 と し

て 、 生 駒小学校で教

室 を 借用 し 、 保 育 備

品の充実を図った。  

A  

・教室を借用し、  

使 用 す る こ と に

よ り 、 一 人 当 た

りの基準面積を

確保している。  

・ 運営協議会及び

民間学童保育所

に 対 し 、 助 成 金

を交付した。  

・ 運 営 協 議会 に 対 す

る支援  

・ 民 間 事 業者 に 対 す

る支援  

・民間学童保育所数  

：7 か所  

家 庭 ・ 学 校 ・

地 域 が 連 携

し た 家 庭 教

育の支援  

子育ての不安解消や

地域でのつ なが り づ

くりなどを目的に、地

域で子育て支援等に

関わる市民と の協働

に よ り 立 ち 上 げ た 生

駒市家庭教育支援チ

ーム 「 たけのこ 」 を中

心 に 、 学 校 園 な ど と

の連携のも と親子や

保護者を対象 と し た

交流事業や家庭教育

に関する情報発信な

どに取り組む。  

・地域での交流イベント

の開催 

開催回数：２回 

参加者数：計４５人 

・「たけのこ通信」の 

発行  ２回 

・チームメンバーの研修  

の実施  １回 

Ａ  

交流イベン トの参

加人数は少なかっ

たが 、そのぶん参

加した保護者との

対話を充実させ 、

保護者にとっても

家庭教育に関する

学びが深まり他の

保護者とつながる

機会となり満足度

も高いものとなっ

た。 

･ 家 庭 教 育 支援 チ ー

ム「たけのこ 」による

取組の実施  

･取組の情報発信  

･ チームメンバーの研

修  

･学校園への訪問  

･個別相談の試行  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】  

・小規模保育所等の卒園後の３歳児を受け入れる連携施設の確保や各園が定員  

まで児童を受け入れる保育人材の確保が難しい状況が続いている。  

・学童児の増加に対応する学童保育指導員確保が難しい状況である。  

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・令和６年度も小規模保育所等の公募を行うとともに、引き続き、保育人材の  

確保に努める。また、令和９年４月の開園に向けた壱分幼稚園の認定こども  

園整備等を進め、待機児童の解消に向けた取組を推進する。  

・多様化する学童保育のニーズに対応するため、保育環境の整備や指導員の確  

保などによる体制づくりに取り組むとともに、民間事業者による学童保育事  

業を促進する。  

 

 

＜参考データ＞  

 生駒市学童保育運営協議会が運営する学童施設の在籍児童数  

（令和 5 . 1 0 . 1 時点）（単 位：人）  

小学校名  学童名  児童数  小学校名  学童名  児童数  

生駒北小  生駒北学童  2 0  桜ヶ丘小  桜ヶ丘 1 学童  6 0  

鹿ノ台小  鹿ノ台 1 学童  7 6  桜ヶ丘 2 学童  5 3  

鹿ノ台 2 学童  7 6  桜ヶ丘 3 学童  5 8  

真弓小  真弓 1 学童  6 5  生駒小  生駒 1 学童  7 7  

真弓 2 学童  6 9  生駒 2 学童  8 7  

あ す か 野

小  

あすか野 1 学童  6 7  生駒 3 学童  8 0  

あすか野 2 学童  7 0  生駒東小  生駒東 1 学童  6 1  

あすか野 3 学童  6 9  生駒東 2 学童  5 8  

あすか野 4 学童  5 0  壱分小  壱分 1 学童  6 4  

生駒台小  生駒台 1 学童  1 1 0  壱分 2 学童  4 6  

生駒台 2 学童  7 4  壱分 3 学童  6 4  

俵口小  俵口 1 学童  4 9  生駒南小  生駒南 A 学童  4 7  

俵口 2 学童  5 0  生駒南 B 学童  5 0  

  生駒南第二小  生駒南第二学童 4 1  

  計  1 , 6 9 1  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

２  「遊び」を「学び」につなぐ就学前教育の充実  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

幼 児 期 の 教

育 と 小 学 校

教 育 の 育 ち

を つ な ぐ 保

幼 小 接 続 事

業  

保育所と幼稚園の学

び を 連続性 ・ 一 貫 性

の あ る 教 育 と し て 小

学校へつなぐ。  

生駒市保幼小接続推

進 会 議 を ３ 回 開 催

し、年度末に 1 年間

の取組を報告書にま

とめ各校園に配布  

A  

目 標 ど お り 生 駒

市 保 幼 小 接 続 推

進会議を開催し、

２回目には外部講

師 を 招 き 、 「 互 い

の教育を理解し 、

見通しを持った接

続 期 教 育 の 充 実

の実現に向けて 」

をテーマに研修会

を 開 催 し て 保 幼

小 接 続 に つ い て

の学びを深めた。  

・推進会議実施  

・ 園 児 及び職員間交

流の計画と実施  

/保幼小推進接続会

議の開催回数：3 回  

幼稚園コミュ

ニ テ ィ ・ ス ク

ール  

「 生 駒 市立幼稚園の

再編にかかる方向性

について 」 （ 令和 ３年

１ １月 ）に基づき、園と

保 護 者 、 地 域 コ ミ ュ

ニティが連携し、子ど

も の た め に 取 り 組 ん

でいる地域園協働本

部「えん・くろす」をコ

ミ ュニ テ ィ ・ ス クール

として組織化し、継続

的に取組を進める。  

・なばた幼稚園、俵口

幼稚園 で学校運営

協議会を設置  

・地域園協働本部「え

ん ・ く ろ す 」 会 議 開

催回数：６回  

A  

新たに設置した学

校 運 営 協 議 会 と

の 一 体 的 な 推 進

によ り 、 「 え ん ・ く

ろ す 」 の 取 組 が 、

一 層 地 域 や 保 護

者 の 主 体 的 な 活

動によって実施さ

れ、園が地域活性

化 の 役 割 も 担 っ

ている。  

コミュニティ ・スク

ー ル 連 絡 協 議 会

で２年間の取組を

発表し 、他校園と

情報共有した。  

・なばた幼稚園、俵口

幼稚園で実施  

/ 地 域 園 協 働 本 部

「 えん ・ くろす 」会議

の開催回数： 1 2 回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

保護者・地域

と連携した特

色 あ る 幼 稚

園 運 営 の 取

組  

「遊び 」を「学び」へつ

なぐ幼児教育を可視

化し、保護者・地域の

市民力を保育に取り

入れ 、 特 色 あ る 幼稚

園運営を行う。  

・写真、動画、リーフ  

レ ッ ト を 活 用 し 「 遊

び」を 「学び」への視

点 で 幼 児 教 育 に お

け る 保 育 活 動 を 分

析 す る 研 修 を 実 施

し 、 さ ら に認識 を深

めた。  

・ 保 護 者 ボ ラ ン テ ィ

ア 、地域の方と活動

を実施した。  

/ 保護者 ・ 地 域 と の

協働回数：８回  

A  

・ 遊びの中の学び

や幼児期の終わ

り ま で に 育 っ て

ほ し い姿 に つ い

て 共 有 し 、 保 育

活動の分析を行

うことができた。  

・機会を捉えて写  

真や動画、資料  

を使用し可視化  

して、保護者に  

わかりやすく示  

すことができた。  
・ ア フ ターコロナにお

ける保護者、地域と

の 協 働 に か か る 取

組の実施  

・園から保護者、地域

へ の 教 育 活 動 の 発

信を工夫する。  

/ 保護者 ・ 地 域 と の

協働回数：8 回  

公 立 幼 稚 園

の あ り 方 に

関 す る 検 討

事業  

令 和 ２ 年 ２ 月 に 答 申

を 受 け た 「 今 後 の 生

駒市立幼稚園のあり

方 に つ い て 」 を 踏 ま

え 、 幼 稚 園 の こ ど も

園化の実現性や園規

模の適正化に向けた

検討を進めていく。  

・令和５年１２月２５日

「壱分幼稚園の認定

こども園整備に関す

る基本計画」策定  

A  

・ 壱分幼稚園関係

者 へ の 説 明 ・ 意

見 聴 取 を 行 い 、

教 育 委 員 会 で ５

回 、 総 合 教 育 会

議 で ２ 回 審 議 さ

れ 、 策 定 に 至 っ

た。  

・ 壱分幼稚園  こども

園化への検討  

・その他、方向性に基

づ く 各 種 取 組 の 検

討、実施  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【 その他事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

市 立 幼 稚 園

に お け る 預

か り 保 育 の

実施  

子育て支援の一環と

して 、預かり保育 ・長

時間預かり保育を実

施する。  

預かり保育利用者数  

〔市立６幼稚園〕  

 のべ１４ ,９１１人 

〔認定こども園生駒幼

稚園、南こども園１号認

定児〕 

早朝・延長預かり保育  

のべ４ ,４２９人 

通常預かり保育 

のべ６ ,５９６人 

A  

令和５年９月から

預 か り 保 育 時 間

を １ ７ 時 ま で延長

した結果、全体的

に 利 用 人 数 が 大

幅に増加した。  

生 駒 幼 稚 園

こども園移行

事業  

子育て環境の充実を

図 る た め 、 生 駒 幼稚

園を幼稚園型認定こ

ども園に移行する。  

預かり保育利用者数  

（ １号認定児）  

のべ９ ,０９ １人  
A  

保護者の就労によ

り、前年度に比べ、

利用者が増えた。  

特 別 支 援 教

育の充実  

4 、5 歳児クラスに特

別支援介助講師を配

置する。  

加配申請児  ７３名  

A  

特 別 支 援 加 配 を

必要とする園児３

人に１人の加配教

諭を配置し、一人

ひとりの特性に応

じてきめ細かい支

援を行うことがで

きた。  

幼稚園・保育

所 教 員 研 修

の実施  

更なる就学前教育環

境 の 充 実 を 図 る た

め 、 職員の資質向上

につながる研修を実

施する。  

新規採用職員研修 、

中堅教員研修 、常勤

講師 ・ 保育士合同研

修  

幼稚園 ・ 保育園交流

学習会  年間計１ １回  

A  

幼 稚 園 保 育 園 こ

ど も 園 の 保 育 の

公開を通して 、乳

幼児理解を深め、

保 育 技 術 の 向 上

に繋げることがで

きた。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】  

・「今後の生駒市立幼稚園のあり方について」の見込み以上に幼稚園の園児数

が著しく減少している。  

・幼稚園の三期休業中の預かり保育や、預かり保育時間延長を継続できる人員

確保が必要である。  

・職員の資質向上のための研修機会の確保と経験年数に応じた研修内容を今後

も検討していく必要がある。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・園児数の減少が著しい幼稚園において、集団性・協同性の育ち等のために、  

子どもの成長を最優先に考え、再編に向けた対応を進めて行く。  

 
 

＜参考データ＞  

 市立幼稚園園児数（令和５ .５ .１時点）       (単位：人 )  

3 歳児  4 歳児  5 歳児  合計  

1 6 9  2 4 0  2 0 8  6 1 7  

 

 市立保育所園児数（令和５ .５ .１時点）                (単位：人 )  

0 歳児  1 歳児  2 歳児  3 歳児  4 歳児  5 歳児  合計  

2 7  7 0  1 0 6  1 4 8  1 4 9  1 4 3  6 4 3  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

基本方針２  2 1 世紀を生き抜くしなやかでたくましい人づくり  

１  「地域に開かれ、地域とともにある学校づくり」の推進  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

コ ミ ュ ニ テ

ィ ・ ス ク ー ル

（学校運営協

議会制度）の

推進  

学校と地域住民等が

力を合わせて子ど も

た ちの成長を育むた

め 、 地域住民等が学

校運営に取 り組む こ

と が 可 能 と な る 学 校

運営協議会を 各小 ・

中 学 校 に 設 置 し 、 地

域とともにある、地域

に開かれた学校を推

進 す る 。 地 域 の現実

に即した当事者能力

を 子 ど も た ち に 育 む

ため 、 学校運営協議

会によるカリキュラム

の提案も歓迎する。  

学校運営協議会を市

内全小中学校に設置

し 、カリキュ ラムの提

案 も 歓迎 す る と い う

方 針 で 協 議 を 行 っ

た。  

/学校運営協議会設

置校数： １９校、学校

運 営 協 議 会 の 開 催

回数：５４回  

A  

・ 市内全小中学校

で学校運営協議

会 を 設 置 し 、 本

格的に地域学校

協働活動が行わ

れている。  

・ コ ミ ュ ニ テ ィ ・ ス

ク ー ル 連 絡協議

会を開催し、 ３校

と ２園が １年間の

取組 を 発表 し 交

流を行った。  

 

学校運営協議会の開

催  

/学校運営協議会設

置校数：全校  

学 校 運 営 協 議 会 の

開催回数：５７回  

放 課 後 子 ど

も 教 室 の 運

営  

地域学校協働活動とし

て放課後や長期休業中

等において、子どもた

ちが安全・安心に過ご

し、多様な体験・活動が

できる居場所をつくる。  

市内 ９ 校 に お い て 放

課後の子どもの居場

所 と し て １ ９ ４ 回 開

催 。 登 録 人 数 ４ ２ ０

人。のべ参加人数５５

３８人。  

A  

新たに 2 校で放

課 後 子 ど も 教 室

が開かれ、子ども

が多様な体験 ・活

動 の 場 が 広 が っ

た。  

放課後子ども教室設

置数 / 9 校  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

いこま教育フ

ォーラムの実

施  

令和４年度に実施した

「いこま教育フォーラ

ム」を年２回の継続開

催事業とする。開催に

あたっては、教育行政

課題からテーマを選定

しながら教育委員会の

方針や活動、学校の様

子を伝える機会にする

とともに、保護者や市

民をはじめとした多く

の人の声を吸い上げる

場とする。  

いこま教育フォーラム

を２回実施した。それ

ぞ れ の テ ー マ は 、 教

育委員会が取り組ん

でいる事業と の関連

性も考慮し、 「自立し

て学ぶ力を子ど もた

ち に 育 む た め に 」 と

「地域とともにある学

校づくりを目指して 」

とした。  

S  

・ １ 回 目 の い こ ま

教 育 フ ォ ー ラ ム

で は 、 教 職 員 に

対 す る 大 規模 ア

ン ケ ー ト を 実 施

し 、 教 職 員 の ニ

ー ズ に 応 じ た 講

演及び分科会内

容が、今後求め

られる授業改善

の方向性及び学

校現場の課題感

と合致していた

ため、2 学期以降

の各学校から授

業改善へ積極的

な取組の報告が

あり、教職員の

更なる資質能力

の向上につなが

っている。  

・ ２ 回 目 の い こ ま

教 育 フ ォ ー ラ ム

では 、コ ミュニテ

ィ ス ク ー ル 連 絡

協議会 と 合 わせ

る形を と り 、 よ り

参 加 型 ・ 対 話 型

のコンテンツにリ

ニ ュ ー ア ル す る

ことができた。  

・ い こま教育フォーラ

ムの開催回数 /２回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

積 極 的 な 情

報 公 開 と 学

校 評 価 の 実

施  

学校評価を実施・公表

し、改善点を明確にす

るなど、更なる学校経

営の充実を図るととも

に、ホームページでの

情報掲載など、積極的

な情報公開による開か

れた学校づくりを推進

する。 

・3 校で 1 日学校訪

問を実施した。  

・ 学 校 評価総括表を

活 用 し た 学 校 評 価

を全校で実施した。  A  

学 校 評 価 総 括 表

を 活 用 し た 学 校

評 価 を 全 校 で 実

施し 、 ホームペー

ジ や Ｘ （ 旧

T w i t t e r ） 、学校

だよりでの情報公

開を実施できた。  

 

学 校 創 造 推

進事業  

保護者や地域住民との

連携のもとで様々な取

組を実施し、信頼され、

開かれた学校づくりを

進める。 

地域の方々との交流

の機会や命を守るた

めの教育活動を充実

す る な ど 、 各 校 で 特

色のある教育活動を

実施した。  

実施回数： 1 , 8 8 0 回  

A  

特 色 の あ る 教 育

活動を推進するこ

と に よ り 、 信 頼 さ

れ、開かれた学校

づ く り を進める こ

とができた。  

 

安 全 教 育 の

推進  

学校安全教育の実施や

迅速な不審者情報の提

供など安全教育委を推

進する。 

各校からの不審者情

報をもとに、子ども安

全 メールへの掲載を

希望される事象に対

して、登録者に対して

メールを配信した。年

間で２７回配信し、情

報を周知した。  

A  

保 護 者 や 地 域 の

方に子ども安全メ

ールを活用し 、い

ち 早 く 不 審 者 情

報 を 伝 え る こ と

で 、子どもを見守

る た め の 意 識 の

向 上 や 犯 罪 抑 止

に努めた。  

スクールボラ

ン テ ィ ア プ ロ

グ ラ ム ・ 学 び

の サ ポ ー タ

ー派遣事業  

地域住民がスクールボ

ランティア、市内の大学

生が学びのサポーター

として、学校運営に協

力し、学校教育の充実

を図る。 

スクールボランティア

と 協 力 し 、 学 校 教 育

の 充 実 を 図 っ た 。 ま

た 、 学 び の サ ポ ー タ

ーを年間 ６ ０ ２日間 、

小学校中学校に配置

した。  

A  

学びのサポーター

を 各 小 中 学 校 へ

派遣することによ

り 、学校の取り組

み を 支 援 し 学 校

教 育 の 充 実 を 図

った。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】  

・主体的・対話的で深い学びを実践していくために、いこま教育フォーラムで

は講演会及び研修会を開催した。その中で市民に対してこれからの学校教育

の在り方を周知するとともに、先生方に対してワークショップ等、取組の共

有を行った。各校で授業改善の取組は広がりつつあるが、まだ全体に広がっ

ているわけではない。従来型の一斉授業だけでなく、対話型をはじめとした

様々な授業形態の導入を推進していくことが課題である。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・令和６年度は、伴走型支援を行っていくとともに、市内の学校同士や先進校  

と繋がりながら取組の共有や研修を行い、授業改善を推進していく。  

 



 

24 

【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

２  I C T 機器を活用した新たな学びの創出と時代に応じた環境整備  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

I C T を活用

し た 教 育 の

推進  

全小中学校に児童生

徒 1 人 1 台整備され

た情報端末を生かし

た学習指導計画を立

案 し 、 日 常的学習活

動 に 位 置 づ け る こ と

で 、 学習内容理解の

充実を図るとともに、

Ｉ Ｃ Ｔ を活用 した新し

い学習形態を実現す

る。  

ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 し

た個別最適な学びを

実現させるため 、 A I

学習 ド リ ル の 導入 を

検討する。  

児童生徒に 1 人 1 台

の P C 端末を活用し

た取組や学習を推進

し た 。 ま た 、 ２ ０ 校 か

ら効果的な取組につ

いて報告を受け各校

に共有した。  

Ａ  

児童生徒がＰＣ端

末に慣れ、様々な

アプ リ やブ ラ ウ ザ

ツールを活用した

協 働 学 習 が 進 ん

でいる。今後は授

業 改 善 を 進 め る

中で、必要な時に

Ｉ Ｃ Ｔ を 活 用 す る

新 し い 学 習 形 態

の実現を目指す。  

 

・ 情 報 端 末 を 活 用 し

た授業の展開  

/活用報告事例数 ：

3 8 4 件  

I C T 活用教

育 リ ー ダ ー

育 成 研 修 の

実施  

校務処理や教材開発

などに係る高度な Ｉ Ｃ

Ｔ ス キ ル を 身 に 付 け

た教員を育成す る こ

とで 、 学校における Ｉ

Ｃ Ｔ 利 用 の日常化 を

図るとともに、指導場

面における効果的な Ｉ

Ｃ Ｔ 利 用 の形態 を 提

案し、実証することの

でき る教員の育成を

図る。  

I C T 活用教育リーダ

ー育成研修の実施  

/研修の実施回数：  

６回  

A  

オン ライ ンでの実

施により参加しや

す い 環 境 を 設 定

できた。各校の取

組 を 発 表 す る 機

会を設けたことに

よ り 取 組 内 容 の

市 内 の 学 校 に 共

有することができ

た 。研修で行った

内容をもとに各校

で取組を進めるこ

とができ 、 Ｉ Ｃ Ｔ活

用 に お け る 教 員

の質を高め、業務

な ど の 平 準 化 を

図 る こ と が で き

た。  

リ ー ダ ー 研 修 後 、 各

校で職員研修の実施

/ 研 修 の 実 施 回 数 ：

1 0 回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

G o o g l e 認

定 教 育 者 資

格 取 得 支 援

事業  

I C T を活用した授業

を実践する教員の基

礎スキル向上のため

に、G o o g l e 認定教

育者資格取得を支援

す る 。 客 観 的 評価 に

もな る公的な資格取

得 が 増 え る こ と に よ

り 、市内教員の I C T

スキルのボトムアップ

に つ な げ 、 認 定 教育

者グループに参加す

る 教 員 が 増 え る こ と

に よ り 、 授 業 改 善 に

つなげる。  

夏期と冬期休暇中に試

験対策講座を実施。受

講者３３人うち２９人が

合格した。  

Ｓ  

G o o g l e 認定教

育 者 資 格 取 得 講

座を、目標値を大

きく上回る 3 3 人

（目標値比 1 . 6 5

倍 ） が 受 講 し 、 受

講 者 の 8 7 . 8 ％

が合格したことに

よ り 、授業改善や

校務 D X の推進

など 、市内教員の

I C T スキルアップ

につながった。  

  

・ 夏 期 休暇中 に試験

対策講座を実施 /試

験対策講座参加者

数 2 0 人  

プログ ラ ミ ン

グ 教 育 の 推

進  

小学校の学習活動の

中 で プ ロ グ ラ ミ ン グ

的思考の育成を各教

科等の授業で進めて

い く ため 、 「 プ ロ グ ラ

ミ ン グ 教 育 推 進 計

画 」を策定し 、プログ

ラ ミ ン グ 教 育 を 実 施

する。  

各校で作成 し たプ ロ

グ ラ ミ ン グ 教 育推進

計 画 に 従 い 実 施 。 ９

校で新規購入 したプ

ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 用

ロ ボ ッ ト 活 用 し た 授

業を実施。  
A  

小学校において、

プログラ ミ ング教

育 推 進 計 画 を 基

に 計 画 的 に プ ロ

グラミング学習を

実施することがで

きた。  

・授業実施  

 １～４年：６時間  

 ５ ・ ６年： １ ２時間  

・授業実践の交流  

/ １ 校 当 た り の 平 均

授業時間数 ： ４ ８ 時

間  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

I C T 活用教

育支援事業  

全小中学校に児童生

徒 1 人 1 台整備した

Ｐ Ｃ 端 末 を 、 授 業 等

で円滑に活用するた

め、 I C T 支援員を配

置 す る 。 ま た 、 県 域

I C T 支援センターを

活用することで、これ

まで以上に教育デー

タ の 利 活 用 を 進 め

る。  

小中学校１ ９校に １名

ずつ ＩＣ Ｔ支援員を隔

週 １ 回 （ 全日 ） 配置し

た 。 県域 Ｉ Ｃ Ｔ 支援セ

ン タ ー の 活 用 （ 日 々

の活用、年次更新）  

A  

全小中学校に Ｉ Ｃ

Ｔ 支 援 員 を 配 置

し 、 児 童生徒 １ 人

１ 台端末を 、 授業

等 で 円 滑 に 活 用

できるよう支援体

制を整え、端末操

作 支 援 だ け で な

く 、授業支援や各

種研修を行うこと

ができた。  

・ 令 和 ４ 年 度 の 配 置

の 検 証 を 踏 ま え た

I C T 支援員の配置  

・ 県 域 Ｉ Ｃ Ｔ 支 援 セ ン

ターの活用  

/ Ｉ Ｃ Ｔ 支 援 員 配 置

回数：週１回  

小・中学校の

あ り 方 検 討

事業  

令 和 ２ 年 ２ 月 に 答 申

を 受 け た 「 今 後 の 生

駒市立小 ・ 中 学校の

あり方について」を踏

ま え 、 学 校 規模 の適

正化に向けた検討を

進めていく。  

生駒市立生駒南小学

校 ・ 中 学 校 の整備 に

向けて 、 「 これからの

学びを実現する生駒

南小 ・ 中 学校の施設

整 備 を 考 え る 会 議 」

を３回開催した。  

A  

「 こ れか らの学び

を 実 現 す る 生 駒

南小・中学校の施

設 整 備 を 考 え る

会議 」 において地

域 か ら の 意 見 を

集約し、生駒南小

学校・生駒南中学

校 整 備 事 業 基 本

構 想 に 盛 り 込 ん

だ 。 ま た 、 「 生 駒

南小学校・生駒南

中 学 校 の 未 来 を

考える会 」 を開催

し 、基本構想や新

しい学校について

の周知を図った。  

・南小中学校建替に  

係る準備会の開催  

小 中 学 校 施

設 の 計 画 的

な 大 規 模 改

修事業  

建 設 か ら ４ ０ 年 程 度

経過 し 、 老 朽化 が進

ん でい る こ と 小 中 学

校の大規模改修を順

次 計 画 的 に 実 施 す

る。  

上中学校の大規模改

修に係る耐力度調査

及び基本設計を令和

５年度から継続。  
A  

上 中 学 校 の 長 寿

命 化 を 図 る た め

の 大 規 模 改 修 に

必 要 な 耐 力 度 調

査 及 び 基 本 設 計

に完了した。  ・ 大 規 模 改 修 に 向 け

た耐力度調査・基本

設計（上中）  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

生 駒 南 小 学

校・中学校老

朽 化 対 策 事

業  

老朽化が進んでいる生

駒南小学校及び生駒

南中学校の全面改築も

含めた整備を実施す

る。 

・境界確定の作業を  

実施したが、地権者  

との調整に時間を要  

したことから令和６  

年度に繰越した。  

・基本構想の策定を  

完了することができ  

た。  

B  

境 界 確 定 の 作 業

を実施したが行う

ために必要となる

公 図 の 作 成 を 行

い 、 境 界 確 定 業

務に必要となる筆

数の把握を行うこ

とができた。  

・境界確定・開発に係  

る申請・基本構想の  

策定  

学 校 給 食 セ

ン タ ー 整 備

事業  

中学校給食セン ター

の老朽化に伴う施設

の改修と更新を実施

する。  

床 改 修 工 事 を 施 工

し、完了することがで

きた。  
A  

給 食 の 提 供 を 中

止 す る こ と な く 、

年 度 当 初 に 予 定

し て い た 床 改 修

工事を完了するこ

とができた。  

・工事（床等）  

・施工管理（床等）  

 
 

【評価による課題】  

・１人１台端末を使用することが日常化してきた中で、より活用を推進するた  

めに苦手な教職員のサポートだけでなく、希望者が資格取得し、授業や校務  

にスキルを活かすことができる仕組みを構築できた。今後は授業改善や学び  

の在り方を検討する中で端末をどのように活用するかが課題である。  

・学校施設の多くは老朽化の課題を抱えており、学校運営にも支障が生じかね  

ないことから、計画的な大規模改修を行っていく必要がある。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・時代に応じた授業や学びの在り方を検討する中で、学習の基盤となる情報活  

用能力は不可欠であるため、指導者である教員一人ひとりに寄り添いながら、 

スキルアップを目的とした研修を今後も実施していく。  

・施設の老朽化については、財政負担も考慮しつつ、計画的に実施できるよう  

長期的な視点に立って実施していく。  

 

 学校給食の実施状況         （単位：回、円）  

 実施回数  給食費 (月額 )  

小学校  1 8 5  4 , 4 0 0  

中学校  1 7 2  4 , 8 0 0  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

３  多様性を認める柔軟性とやさしい心の育成  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

自 殺 対 策 推

進事業  

平成３ １年３月に策定

し た 「 生 駒 市 自 殺 対

策 計 画 」 に 基 づ き 、

「S O S の出し方に関

す る 教 育 」 の 研 修 を

実 施 す る 。 そ し て 児

童生徒の心身の状況

の把握や児童生徒へ

の相談窓口の周知徹

底 を 行 い 、 ス ク ー ル

カ ウ ン セ ラ ー 等 の 活

用を実施する。  

・ 初 任 者 研 修 と 児 童

生徒対象に S O S の

出 し 方 授 業 を 開 催

した。  

・全校（２ ０校 ）にて授

業を開催した。  

/回数：2 １回  

A  

児 童 生 徒 の 自 殺

の現状や、自殺に

至る要因などを学

び、児童生徒の自

死 に 対 し て の 学

校 の 危 機 感 を 高

め る こ と が で き

た 。 ま た 、 教 員 が

カ ウ ン セ リ ン グ マ

イ ン ド を身につけ

る こ と の 重 要 性

や、自傷行為を行

う 児 童 生 徒 に 対

する対処法などを

学び 、学校と し て

できうる対応への

理解が浸透した。  

・ 初 任 者研修での実

施  

・ 各 校 に て 児 童生 徒

に対して開催  

/研修回数：2 １回  

Ｉ Ｃ Ｔ 機 器 を

安 全 に 活 用

す る た め の

情 報 モ ラ ル

教育の推進  

 

情報社会における安

全やルールを児童生

徒が主体的 に考 え 、

正 し く 理 解 し 行 動 す

る た め の 情報 モ ラ ル

を育成する。  

I C T 支 援 員 や 専 門

家を活用した教員向

け 、 児童生徒向け研

修を実施した。  

A  

I C T 支援員や専

門 家 を 活 用 し た

教員向け、児童生

徒 向 け 研 修 を 実

施 す る だ け で な

く 、 管 理 職 及 び

I C T 活用教育リ

ーダー向けにデジ

タ ル シチズ ン シ ッ

プ 教 育 に つ い て

研 修 を 実 施 し 教

員 の 指 導 力 向 上

を図った。  

･ 児 童 生徒が主体的

に考え 、 正 し く行動

するためのルール作

りの実施  

・ 生 駒市生徒会交流

会 を 開 催 し 各 校 の

取組の交流  

い じ め 防 止

等 の 施 策 推

進  

平成２９年３月に策定

し た 「 生 駒 市 い じ め

防止基本方針 」 に 基

づき、いじめ防止、早

期発見につながる取

組を推進する。  

生駒市いじめ問題対

策連絡協議会を 2 回

開催した。  

A  

令 和 ５ 年 度 は 、

「生駒市いじめ防

止 基 本 方 針 に 基

づ い た 対 応 の 徹

底 」 、 「 生 徒 指 導

提 要 の 改 定 に 伴

う 発 達 支 持 的 生

徒 指 導 の 考 え 方

の周知 」 を主なテ

ーマにして議論を

行った。  

･ 「生駒市いじめ防止

基本方針」の改訂  

･ 生 駒 市 い じ め 問題

対 策 連 絡 協 議 会 の

開 催 / 開 催 回 数 ： ２

回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

特 別 支 援 教

育の充実  

特別支援学級在籍児

童生徒の学習支援 、

機能回復のための環

境及び体制の充実を

図る。  

特別支援教育相談を

８４件行った。  

A  

特 別 支 援 学 級 在

籍 児 童 生 徒 や 通

常 学 級 に 在 籍 し

特 別 な 支 援 を 必

要 と す る 児 童 生

徒 及 び そ の 保 護

者 ・教師に対する

教育相談を、専門

知 識 を 有 す る 者

で 相 談 を 受 け る

体制を整えた。  

特別支援教育相談の

実施  

/特別支援教育相談

日数：３３日  

不登校支援

推進（のびの

びほっとルー

ム、いきいき

ほっとルー

ム、 o V i c e ）

の運営  

学校 に登校 し に く い

児童に対して居場所

と な る適応指導教室

を生駒南第二小学校

の校舎の一部に開設

した。令和５年度から

適応指導教室指導員

について、のびのび、

い き い き に そ れぞ れ

常勤指導員 １ 名 を増

員する。  

心理的あるいは情緒

的 な 原 因 な ど に よ り

登校できない児童生

徒に支援を実施。  

A  

心 理 的 あ る い は

情 緒 的 な 原 因 な

どにより登校でき

な い 児 童 生 徒 の

居 場 所 支 援 が で

きた。在籍児童生

徒数のびのび ５ ２

名 、 い き い き ４ ０

名。  

・生駒南第二小学校  

内に、教育相談室、  

適応指導教室の開  

設  

自 校 式 通 級

指 導 教 室 推

進事業  

自校式の通級指導を

よ り 充 実 さ せ 、 全 校

で実施する ために巡

回指導時に各校の特

別支援学級担当教員

が入 り 、 通 級指導教

室の児童生徒のケー

スカンファレンスや具

体的な支援方法の教

授によるスキルアップ

を 行 い 、 そ の 間 、 特

別支援学級担当教員

の 補 充 講 師 を 充 て

る。  

全校にて自校式通級

指導教室を 準備 し 、

指導を実施。  

Ａ  

自 校 に 通 級 指 導

教室を準備したこ

と に よ り 、 こ れ ま

で 他 校 で し か 通

級 指 導 を 受 け ら

れ な か っ た 児 童

生 徒 が 自 校 で 受

ける こ とができる

よ う に な り 、 必 要

な 児 童 生 徒 に 必

要 な 支 援 が 届 け

られる よ う に な っ

た。  

・特別支援学級の補  

充教員１人５校担当  

×４人＝週２０校配  

置  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

スクールカウ

ンセラー配置

の拡充  

令和５年度から、中学

校で月３ .５回を月４回

に、小学校で月１ .５回

を月２回に増やし、相

談を希望する保護者の

期待に応える。緊急の

対応やスクールカウン

セ ラー へのアドバイザ

ー的役割を果たすスー

パーバイザー的役割を

つくる。 

市 費 ス ク ー ル カ ウ ン

セ ラー の配置時間を

大幅 に 増加 し 、 中 学

校で週に 1 回、小学

校で月に ２ 回 、 １ 回 ４

時 間 の 活 用 を 行 っ

た。  

A  

スクールカウンセ

ラ ー 、 ス ク ー ル ソ

ー シ ャ ル ワ ー カ

ー 、 ス ク ー ル ア ド

バ イ ザ ー ズ の 活

用 を 通 し て 、 学

校 、児童生徒 、教

員 及 び 保 護 者 に

対 す る 指 導 ・ 助

言 ・ 支援 を行い 、

学校のカウンセリ

ン グ 機 能 や 教 育

相 談 体 制 の 充 実

を図ることで適切

な対応ができると

と も に 、 よ り 多 く

の 相 談 へ の 対 応

が可能となった。  

スクールソー

シャルワーカ

ー 配 置 の 拡

充  

令和５年度から、小学

校に月１回スクールソー

シャルワーカーを配置

し、スクールソーシャル

ワーカーの役割につい

て理解を深め、ヤング

ケアラー等の早期発見

と早期対応を行う。  

スクールソーシャルワ

ー カ ー は 週 に １ 回 教

育 支 援 施 設 に 配 置

し 、 学 校 の 要 請 に 応

じて派遣を行った。  

指導主事 と と も に 学

校 を 回 り 、 各 校 の 不

登校支援の課題の洗

い出し及び今後の不

登校支援体制に聞き

取りを行った。  

A  

スクール ソーシ ャ

ルワーカーは週に

１回教育支援施設

に配置し 、学校の

要 請 に 応 じ て 派

遣を行った。  

各 校 の 不 登 校 支

援 の 課 題 の 洗 い

出 し 及 び 今 後 の

不 登 校 支 援 体 制

に つ い て も 助 言

いただいた。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

特 別 支 援 教

育 支 援 員 の

配置  

介助や指導補助、学習

補助等を行う特別支援

教育支援員を各校に配

置する。 

特別支援教育支援員

を平均で各校週 6 日

分配置す る こ と が で

きた。  
A  

各 校 に 就 学 指 導

委 員 が 調 査 を 実

施。各校の実情に

合 わ せ て 支 援 員

を配置し 、 きめ細

や か な 教 育 支 援

をすることが可能

となった。  

教 育 相 談 の

実施  

教育相談員やスクール

カウンセラーなどの専

門家を活用し、教育相

談を行える環境を整備

する。 

５ 名 の 相 談 員 と カ ウ

ン セ ラ ー な ど で 教 育

相談を実施 。 相談件

数： 1 , 9 2 6 件  

A  

不 登 校 に 関 す る

相談が 1 , 4 5 3 件

と全体の約 ７ ５％

であり 、不登校に

悩 む 児 童 生 徒 に

対して、学校以外

の居場所と し て 、

生 駒 市 子 ど も の

居場所・学び支援

室を紹介し、入室

につなげた。  

こ と ば の 教

室・通級指導

教 室 エ ル の

運営  

読み書きやコミュニケ

ーションなどで困って

いる幼児や児童を支援

するために設置してい

ることばの教室・通級

指導教室を運営する。  

こ と ば の教室への通

級 者 数 は ２ ３ 人 で あ

った。  

A  

幼 児 の 障 が い の

重 複 化 や 多 様 化

が進む中、一人ひ

とりの教育的ニー

ズ に 応 じ た 教 育

支援を実施するこ

とができた。  

 
 

【評価による課題】  

・不登校支援推進において、学校外の居場所・支援体制は整えているところだ  

が、学校内においても居場所・支援体制を整えていく必要がある。  

・自校式通級指導教推進事業において、通級指導を行える教員の養成は進んで  

いるが、県の教員配置が充分でない中、対象となる児童生徒が増加している。 

 
 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・令和６年度は、実証事業として校内サポートルームを２校に設置し、不登校  

傾向にある生徒の居場所を学校内につくり支援を行っていく。  

・令和８年度には、県の通級指導教員の配置が１０割になる。それに向けて通  

級指導を行うことができる教員を増やしていく。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

４  主体的に学び、挑戦を続けるたくましい心身の育成  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

読書活動・学

校 図 書 館 の

充実  

現在 、 小中学校すべ

てに学校司書を配置

し て お り 、 一 定 の 効

果 が 得 ら れ て い る

中 、 引 き 続 き 読 書 を

通じて豊かな人間性

を 育 む た め 、 学 校 司

書 を 配 置 す る こ と に

加 え 、 市 内 中学生 ビ

ブ リ オ バ ト ル を 実 施

する。  

・ 小 中 学 校 に 週 ３ 日

学 校 司 書 を 配 置 し

た。  

・ ビブ リオバトル開催

数： １回  

A  

学 校 司 書 と 司 書

教諭が連携し、図

書 館 の 環 境 整 備

や図書に関するイ

ベン トの開催によ

り 、児童生徒の読

書 意 欲 を 向 上 す

る こ と が で き た 。

また、中学生対象

にビブ リ オバ ト ル

を開催した。  

・ 学 校 司書 を 全小中

学校に配置  

・ ビブ リオバトル市内

中学生大会の実施  

/ 学 校 司 書 配 置 日

数 ： 週 ３ 日 ・ 市 内 中

学生ビブリオバ トル

開催数： １回  

生駒こどもチ

ャレンジ補助

事業  

学校の各種 コ ン テ ス

ト 等 に 挑 戦 す る た め

に必要 と な る経費等

を補助する制度を創

設 し 、 児 童 生徒 の創

造性を培い 、 達成感

を味わうとともに 、自

己肯定感を高める。  

１ 校がロボ ッ ト コ ン テ

ス ト に 、 １ 校 がブ ラ ス

バンドのコンテストに

参加した。  
A  

コ ン テス ト に参加

し 、 チームで協力

す る こ と を 通 し

て、達成感を味わ

うことができた。  生駒こどもチャレンジ

補助事業の継続実施  

/実施学校数：２校  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

社 会 に 開 か

れ た 学 校 教

育推進事業  

あ こ が れ い こ ま び と

講演事業 、 学校教育

創 造 推 進事 業 、 キ ャ

リア教育プランナーと

の 連 携 事 業 に よ る 、

地域出身の文化人 、

ス ポ ー ツ 関 係 者 、 事

業者等 、社会で活躍

さ れ て い る 方 と の 講

演 等 を 通 し て 、 児 童

生 徒 が 郷 土 愛 を 持

ち 、 自 分 の 夢 に 向 か

っ て 生 き 生 き と 活 動

し 、 自 己 有用 感 を 持

って将来社会で活躍

でき る人材を育成す

る 。 ま た 、 キ ャ リ ア 教

育 プ ラ ン ナ ー を 中 心

とした、協働的な学び

を は じ め と し た 生 き

抜 く力 を育む取組に

つ い て 、 持 続 可能 な

仕組 み を 構築 す る 。

キ ャ リ ア 教 育 、 I C T

教育 、 S D G s 教育 、

S T E A M 教 育 を 効

果的に進める教科横

断的なカリキュラムの

構築を進める。  

・ あこがれいこまびと

講演事業では 、 ４校

で５事業を実施。  

・ キ ャ リ ア教育プ ラン

ナーと連携して授業

づくりを行った。  

/ キ ャ リ ア 教 育 プ ラ

ンナーとの連携事業

実施回数：２０回  

 

A  

・ あ こ が れい こ ま
び と講演事業で
は 、 地 域 出身 の
方の講演等を通
して児童生徒の
郷土愛を育む と
と も に 将 来 の自
分のあ り 方 に関
心 を 持 た せ る こ
とができた。  

・ キ ャ リ ア 教 育 プ

ラ ン ナ ー と の 連

携事業について

は 、 社 会 に 開 か

れた教育課程を

実 施 す べ く 、 学

校から のニーズ

に 応 じ た ハ ン ズ

オ ン 支 援 を 引 き

続き行った。  

・ あこがれいこまびと

と講演事業、学校教

育創造推進事業、キ

ャ リ ア教育プ ラ ン ナ

ー と の 連 携 事 業 の

実施  

/ キ ャ リ ア 教 育 プ ラ

ンナーとの連携事業

実施回数： 1 9 回  

部 活 動 支 援

事業  

中学校 に お い て 、 専

門的な技術指導力を

備えた指導者が不在

の 部 に 対 し 、 地 域 の

適切な人材を外部指

導者として派遣し、部

顧 問 と 協 力 し て 指

導 ・ 助 言 を 行 わ せ る

ことにより 、部活動を

充実させる。  

バレーボール 、ソ フ ト
ボール、陸上、バスケ
ッ トボール 、ハンドボ
ール 、柔道 、 テニス 、
吹 奏 楽 、 茶 道 な ど 、
専門的な技術指導力
を備えた外部指導者
を ８ 校 に 派 遣 。 部 活
動 指 導 員 実 施 時 間
数：２ ,７８４時間  

A  

専 門 的 な 技 術 導

力 を 備 え た 指 導

者が不在で、学校

長 が 必 要 と 認 め

た 部 活 動 に 対 し

て、外部指導者を

派遣できた。今後

部 活 動 の 地 域 移

行 が 本 格 化 し て

いく中、地域指導

員 を 確 保 す る 意

味でも、前年度よ

りも多くの指導員

を任用できたこと

に は 大 き な 意 味

があった。  

中学校に外部指導者
を配置  
/部活動指導員配置
時間数：２ ,８8 0 時間  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

チャ レン ジ！

や さ し く た く

ま しいいこま

っ子キャンプ  

既存の自然体験学習

の メ ニ ュ ー と し て 防

災キャンプを加え、児

童 の 防 災 意 識 を 高

め、命を守ることの大

切 さ を 再 認 識 し 、 災

害発生時に自分の命

を守る行動を身につ

ける。  

１ １ 校及びいきいきほ

っ と ル ー ム で防災 プ

ログラムを実施。  

A  

自然と向き合った

防 災 体 験 活 動 を

取 り 入 れ る こ と

で、自然体験の良

さと自然の怖さを

知識として得るこ

とができ 、児童生

徒 の 「 生 き る 力 」

を育むことができ

た。  

各小中学校の判断に

基づくいこまっ子キャ

ンプの実施  

/実施学校数： １２校  

 

【 その他事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

小学校１年生

３ ０人程度学

級の実施  

本市独自の取組 と し

て 、 学 校教育の充実

を図るため、小学校１

年 ３ ０ 人 程 度 学 級 を

実施する。  

全 小 学 校 に お い て

3 0 人程度学級を実

施 す る こ と で 、 小 学

校 1 年生に対して、き

め細かい指導を行っ

た。  
A  

国 の 少 人 数 学 級

の実現と して 、 段

階的に 3 5 人学級

が実施されること

と と な り 、 ２ 年 生

ま で は 、 ３ ５ 人 学

級 に な っ て い る

が、 1 年生につい

ては 、引き続きす

べ て の 学 校 に お

いて達成すること

ができた。  

伝 え 合 う 力

育成事業  

豊かな人間性を育む

ため 、 読 書活動を推

進 し 、 各 校 に 学 校司

書を配置する。  

全ての小中学校に週

3 日、学校司書を配

置した。  

A  

学 校 司 書 と 司 書

教諭が連携し、図

書 館 の 環 境 整 備

や図書に関するイ

ベン トの開催によ

り 、児童生徒の読

書 意 欲 を 向 上 す

ることができた。  

奈 良 先 端 科

学 技 術 大 学

院 大 学 と 連

携 し た 授 業

の実施  

中学校を対象に奈良

先端科学技術大学院

大 学 の 講 師 等 を 招

き、授業を行うことで

学 ぶ こ と の 興 味 ・ 関

心を高める。  

光 や 分子 、 生 物 な ど

を テ ー マ に し た 特 別

授業を 3 校及び出前

授 業 を ５ 校 で 実 施 。

授業を受けた生徒の

9 割が授業は興味深

い内容であ っ た と 回

答した。  

A  

理 科 離 れ が 進 む

中、学校では体験

で き な い 最 先 端

の科学に触れるこ

とで、理科学習へ

の興味 ・関心を高

め る こ と が で き

た。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】  

・これまで、中学校の部活動の指導を支援するために、部活動支援事業を行っ  

てきたが、令和８年度から休日における教員の指導による学校部活動を廃止  

する内容の通知が県からあった。学校活動の今後について市として方針を出  

して進めていく必要がある。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・部活動の地域移行において、スポーツ振興課と連携をして、学校部活動の在  

り方について検討し、子どもたちがやりたいスポーツ環境を整えていく。  

 

 

＜参考データ＞  

 市立小・中学校  児童生徒数（令和５ .５ .１時点）（単位：クラス、人）  

小学校名  ｸ ﾗ ｽ数  児童数   中学校名  ｸ ﾗ ｽ数  児童数  

生駒  3 0  7 1 3   生駒  2 0  5 8 5  

生駒南  1 8  3 7 5   生駒南  8  1 4 3  

生駒北  9  1 4 7   生駒北  6  6 3  

生駒台  3 3  7 2 9   緑ヶ丘  1 6  4 5 7  

生駒東  1 8  4 5 7   鹿ノ台  1 0  2 6 2  

真弓  2 4  6 4 0   上  2 1  6 6 6  

俵口  1 8  4 2 6   光明  1 2  3 6 9  

鹿ノ台  2 4  5 4 7   大瀬  1 8  4 9 9  

桜ヶ丘  2 7  6 5 8   合  計  1 1 1  3 , 0 4 4  

あすか野  3 5  8 6 4    

壱分  3 1  7 8 7      

生駒南第二  1 0  1 8 3      

合  計  2 7 7  6 , 5 2 6      
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

５  「楽しい授業づくり」のための教職員の育成と環境整備  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

教 職 員 が い

きいきと子ど

もと向き合う

時 間 創 造 プ

ログラムの推

進  

教職員が健康でいき

いきとやりがいをもっ

て働ける環境整備を

行い 、 教職員が授業

や教材研究等に集中

し 、ゆと りをもって子

どもたちと向き合う時

間 の拡充 を 図 る 。 学

校の業務改善及び教

師の働き方改革を推

進していくために、そ

の担い手の核たる教

頭 の 業 務 を 再 定 義

し 、 組 織 開発 の手法

に よ っ て働 き 方 改革

を 持 続 的 に 推 進 す

る。  

市内１9 校にスクール

サポートスタッフを配

置した。  

２ 学期から給食費管

理 シ ス テ ム を 構 築 し

た。  

新た な地域 ク ラ ブ 活

動推進協議会におい

て 、 今 後の部活動の

段階的な地域移行に

つ い て 検 討 を 進 め

た。  

A  

スクールサポー ト

スタッフを配置す

る こ と で 、 教職員

の 働 き 方 改 革 に

貢献し、勤務時間

の削減を行うこと

ができた。  

２学期から給食費

管理システムを導

入 し こ と で 、 事務

の改善ができた。  

部 活 動 の 段 階 的

な地域移行は、関

係者と連携を取り

な が ら 検 討 を 進

めて行く。  

・ ス クールサポートス

タッフの全校配置  

・ 校 務 支 援 シ ス テ ム

の運用  

・ 給 食 費 管 理 シ ス テ

ム業務導入  

・ 教 職 員の業務改善

に つ い て の 各 種 調

査及び整理  

・ 働 き 方 改 革 の施策

実施  

・ 部 活 動 の段階的 な

地域移行  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

グ ロ ー バ ル

時 代 に 対 応

し た 外 国 語

教育の推進  

小学校 １ 年 生 か ら 英

語 の 楽 し さ を 感 じ ら

れ る 取 組 を 行 い 、 小

中学校 ９ 年 間 を 通 し

た系統的な英語教育

カ リ キ ュ ラ ム を 実 施

する。  

小 学 校 ３ ・ ４ 年 生 で

3 5 時間外国語活動

を行い 、 ５ ・ ６ 年生で

７ ０ 時 間 外 国 語 （ 英

語 ） を 実 施 。 市 で は

独自に小学校１ ・ ２年

生に対 して教材を作

成し、 １ ０時間程度外

国語活動を実施。  

/ 全 国 学 力 調 査 よ り

「英語の勉強は好き

ですか 」の質問に対

して 、 「 当てはまる 」

「 ど ち ら か と い え ば

当てはま る 」 と 回答

した生徒の割合  

小学校 6 年 6 6 .９  

中学校 3 年 4 8 . 1  

A  

外 国 語 活 動 は 通

常小学校 3 年生

からであるが 、生

駒市では、小学校

1 年生から外国語

活 動 を 取 り 入 れ

ている 。低学年の

うちから A L T と

ともに楽しみなが

ら 外 国 語 活 動 を

行 う こ と で 、 抵 抗

感 が な く な り 、 英

語 に 対 し て 慣 れ

親しむことができ

ている 。系統的な

英語教育カリキュ

ラムを実施するこ

と に よ り 、 英 語 の

基 礎 的 な 力 を 身

に付けることがで

きた。  

年間小学校１ ・ ２年生

で１ ０時間程度、小学

校 ３ ・ ４ 年生 で ３ ５ 時

間英語活動 、小学校

５ ・ ６ 年 生 で ７ ０ 時 間

英 語 を 実 施 （ A L T 、

わ くわく ｲ ﾝ ｸ ﾞ ﾘ ｯ ｼ ｭ ｻ

ﾎ ﾟ ｰ ﾀ ｰを配置）  

/全国学力調査より

「①英語の勉強は好

き で すか 」 「 ② 英 語

の 授 業 で 自 分 自 身

の 考 え や 気 持 ち を

伝え合うこ とができ

ま し たか 」 の質問 に

対 し て 、 「 当 て は ま

る 」 「どちらかといえ

ば当 ては ま る 」 と 回

答 し た 生 徒 の 割 合

小学校 6 年  

①7 0 . 0②7 0 . 0  

中学校 3 年  

①  6 5 . 0②6 5 . 0  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

問 題 発 見 能

力 や 他 者 と

協働するコミ

ュニケーショ

ン 能 力 の 育

成  

２ １世紀を生き抜く力

と し て 、 授 業 に お い

て 、 日 常 の疑問 を 発

見 す る 力 や コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育

成を図るとともに、必

要 と な る教職員の能

力育成のための研修

を強化する。  

本 市 キ ャ リ ア 教 育 プ

ランナーが 「 キ ャ リ ア

教育クライマー会議」

に 参 加 し た 教 員 と と

も に キ ャ リ ア 教 育 授

業を行った。  

/ キ ャ リ ア教育 ク ラ イ

マ ー 会議参加者数 ：

２５人  
A  

令 和 ５ 年 度 は 大

規 模 な 研 修 で は

な く 、 教 員 と と も

に授業を作り上げ

る取組を行ったこ

とから 、目標参加

者 数 は 減 少 し た

が 、 ひ と り 一人の

教 員 と 熟 議 を 重

ねて授業を作り上

げた こ と で 、 教員

の 能 力 向 上 に 資

す る こ と が で き

た。  

教 職 員 の フ ァ シ リ テ

ー シ ョ ン 能 力 の育成

のための研修開催  

/生駒市教育研修会

参加者数：３００人  

市内教員 （ ミ

ド ル リ ー ダ

ー ）向け先進

校 視 察 支 援

事業  

ミ ド ル リ ー ダ ー 層 以

上の教員が自分自身

の教育観や授業観の

ア ッ プ デ ー タ に 充 て

る時間を確保する た

め に 、 教育委員会事

務局主導で先進校視

察 を 行 い 、 先進 的 な

取組を市内の教育に

取 り 入 れ る き っ か け

とする。  

先進的な取組を行っ

てい る 学校等へ計 ２

０ 回 の 視 察 を 実 施

し、延べ６ ５人の教員

等が参加した。  

S  

I C T 端末を有意

義 に 活 用 し た 授

業 や 自 由 進 度 学

習 に 積 極 的 に 取

り組んでいる学校

等 の 先 進 地 視 察

の 複 数 回 実 施 及

び 複 数 人 参 加 に

より 、本市の目指

す べ き 教 育 の 方

向 性 に つ い て の

共 通 認 識 を 持 つ

ことができた。  

・視察実施  

/視察参加延べ人数

2 0 人  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

講 師 不 足 対

策  

定数内講師の不足の

解消及び 、今後予想

される講師不足に関

す る 施 策 を 実 施 す

る 。 潜 在 的 人 材 、 積

極的に講師を選択す

る 人 材 な ど 、 多 様 な

ニ ー ズ に対応で き る

よう取組を進める。  

個 別 就 労 相 談 会 を

実施し、昨年度に引

き続 き 、 常 勤講師 ・

非常勤講師・特別支

援教育支援員 ・スク

ー ルサポー ト ス タ ッ

フ ・ 通 級指導補助 ・

司 書教諭等 、 ３ １ 名

の就労に繋げた。  

S  

年 度 途 中 に 発 生
し た 講 師 等 の 欠
員を、就労相談会
による候補者リス
ト （ 前 年 度 の ５ ５
名に加え ４ ８ 名の
登録があ り 計 １ ０
３ 名 ） に よ っ て 迅
速に埋めることが
で き た 。 ま た 、 令
和 ６年 ２月から開
始 し た 「 教 育 ・ 保
育資格バンク 」 で
はオ ン ラ イ ン ツー
ルを導入し新たな
登 録 者 を 増 や し
た 。 こ れ に よ り 、
令 和 ６ 年 度 開 始
の 小 学 校 高 学 年
専 科 加 配 に お い
て 1 2 校全て埋め
る こ と が で き た 。
ま た令和 ６年 ４月
時 点 に お け る 講
師 の 配 置 に お い
て、小学校は全校
で不足ゼロ、中学
校においては２人
欠員ではあるが、
同 規 模 の 他 市 町
村と比較して相当
に 少 な い 状 況 に
できた。  

・講師相談会の実施  

・いこま d e  先生シェ

アハウスの準備  

/講師 ・支援員就労

相 談 会 参 加 者 数 ：

5 0 人  

 

【評価による課題】  

・多くの教員等に先進的な取組を学んでもらうために視察を行っているが、視  

察で得た知見を各学校の教育活動に活用し、市内各学校へ広げていく必要が  

ある。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・視察に向かう教員等の選定の際には、授業改善に意欲を持つ者を複数人選出  

し、教員等が所属する学校の垣根を超えたつながりを生み出すことで先進的  

な取組を行いやすい機運を高めていく。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

基本方針３ すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機会

づくり 

１ すべての人が楽しく、安心して成長し、活躍できる機会の創出  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

幅広い世代へ

の学ぶ機会の

提供と地域の

人材活用 

「 IKOMA サマーセミ

ナー」など、様々な特技

や専門知識等を持った

市民自身が先生となっ

て、市民への学びや体

験の場を提供するとと

もに、市民が活躍する

機会とする。また、この

ような場づくりを市民

が主体となって継続的

に取り組み、さらに発

展していけるよう支援

することで、生駒の誇

る「市民力」をさらに引

き出し、市民の持つス

キルやアイデアを活か

したまちづくりにつなげ

る。 

・ 「 IKOMAサマーセミ

ナー2023」 

実行委員数：９人  

開催日 ： ８ 月 ２ ０ 日

(北コミュニティセン

ターISTAはばたき) 

講座数：６３講座 

延べ受講者数：７７７

人  

参加者実人数：約２

５０人 Ａ  

引き続き実行委員

会が主体となって

企画し 、講座数も

前年度から大幅に

拡大して開催でき

た。先生についても

実行委員や庁内各

課と連携しながら

声掛けを行い、６３

講座のうち３７人が

初めて先生を務め

るなど、新たな人材

の発掘にもつなが

った。 

今後も先生や実行

委員、スタッフなど

様々な形で本事業

に携わる人材の拡

充を図り、さらなる

事業の充実と円滑

な実施につなげる。  

･ 市 民 主体の実行委

員会による開催 ・運

営  

・ 先 生 募集対象の拡

大  

/ I K O M A サマーセ

ミナー実行委員数 ：

1 5 人  

困 難 を 抱 え

る 子 ど も ・ 若

者 に 対 す る

支援の充実  

子ども・若者総合相談

窓口「ユースネットいこ

ま」を拠点として、様々

な 困 難 を 抱 え る 子 ど

も・若者が自立した社

会生活を送れるよう、

「生駒市子ども・若者支

援ネットワーク」の有効

活用及び関係機関との

連携のもと必要な支援

を行う。 

・ユースネットいこまに

おける相談支援 

/相談人数：８１人 

(うち新規３６人) 

・進路決定者１５人 

・ 「生駒市子ども・若者

支援ネットワーク」の

運営 

 
A  

対面やオンライン  

、メール等で相談に

応じ、自立に向けた

支援を行った 。相

談者数は伸び悩ん

だものの、当事者

の思いに寄り添い

ながら支援を行っ

たほか、ボランティ

アやチラシデザイン

協力など様々な形

での社会参加の機

会を創出するなど

自立支援に向けた

取組を充実させる

ことができた。  

・ユースネットいこまに

おける相談支援 

・ 「生駒市子ども・若者

支援ネットワーク 」の

運営 

/ユースネットいこま

の相談者数：１２０人  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

学びと活躍推

進事業 

主に働き盛り世代の市

民対象に、学びを通し

てより豊かな生き方、

暮らし方に向けた気づ

きやきっかけとなるよ

う、「 ischool 」を展開

する。 

「 ischool」では、「ミラ

イの教室」として市民や

企業、大学など多様な

主体による講座や、学

び と交流の社会見学

「まちミル」などを実施

し、市民がさまざまな気

づきを得て新たな行動

につながるきっかけと

する。 

・未来ひろがる学びの

場「 ischool」 

学びと交流の社会見

学「まちミル」 

開催回数：３回 

参加者数：96人 

「ミライの教室」 

開催回数：22回 

参加者数：561人 

・「学びのポータルサイ

ト」の運営 

年度中のページビュ

ー数：49,987 

S  

・ 「 ischool 」 で は

子育て世代の関

心やニーズに沿っ

た多様な講座を市

民と連携して企画

実施した。 

・ 社会見学は庁内

各課と連携して企

画 実 施 す る こ と

で、参加した市民

に行政の取組や

課題を身近に感じ

てもらうことがで

きた。 

・ 「学びのポータル

サイト」では講座の

告知から開催後の

レポートまで様々

な情報を発信した

ことで、より多くの

市民の関心を集め

ることができた。 

・それぞれの講座も 

定員を大幅に超え 

る参加申込があ 

り、内容も参加者 

から高い評価をい 

ただくなど充実し 

たものにできた。  

・ 学 び と 交 流 の 社 会

見 学 「 ま ち ミ ル 」 の

実施  

・学びのポータルサイ

トの運用  

・ 「 i s c h o o l 」 の立ち

上 げ ・ 「 ミ ラ イ の 教

室」の実施  

多様性を認め

合う場の提供 

年齢や性別、障がいの

有無や国籍、文化など

個々人の違いや多様性

を認め合う学びや体験

の機会を提供する。  

事業中止 

C  

コロナ禍の影響も

あり 、高齢者や障

がいのある方が不

安なく参加できる

宿泊行事の開催は

困難と判断し開催

を中止した。  

本事業についても

事業のあり方を見

直し令和５年度限

りで終了とした。  

「ユニバーサルキャンプ

in 生駒」の開催 

/参加者数：６０人  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

高齢者の学び

への意欲向上

と、学びを「行

動 」 に つ な げ

る仕組みづく

り 

「いこま寿大学」の内容

を充実させ、高齢者の

学習意欲を引き出すと

ともに、学びの成果を

まちづくりにつなげられ

る人材を発掘、育成す

る。 

また、 「寿生駒連絡協

議会」（気らくネット）に

代表される同大学の卒

業生など有志の市民が

地域や学校等と連携し

ながらまちづくりの担

い手として活躍する機

会を増やしていけるよ

う支援を行う。さらに、

高齢者が必要な知識や

気づきを得て、より安

心感をもって充実した

セカンドライフを送れる

ようサポートする。  

・ 「いこま寿大学」につ

いて、学習期間（２年

または４年）の選択や

再入学を可能とした

制度での運営 

・実務講習会において

生駒のまちや地域活

動への関心を高める

新たな講座を実施  

・気らくネットによる社

会貢献活動 

小学校３校で実施  

・豊かなセカンドライフ

の実現に向けた講座

等の開催 

 講演会  １回 

 実践講座  ５回 

 参加者数：計３６０人 

Ａ              

・いこま寿大学では

新たな制度のもと

再 入 学 を 含 む

159 人の入学者

を迎え、学生数も

増加に転じた。  

・また実務講習会で

は、市の総合計画

やまちづくり活動

に関する講座も新

設し、地域活動へ

の関心を高め参

加を促すことがで

きた。 

・ 気ら くネットと市

内小中学校との連

携 を 引 き 続 き 進

め、地域における

寿大学卒業生の

活躍の場の拡大

につなげた。 
・豊かなセカンドラ
イフの実現に向け
ては、動機づけと
な る 講 演会 のほ
か 、 「 片 づ け 」 や
「資産管理」等多
様なテーマの実践
講座の実施を通し
て、参加者が新た
な一歩を踏み出す
きっかけとした。  

・社会貢献活動への参
加意欲を促す講習会
の開設やクラブ学習
課程の改善 
・学習期間（2 年または
４年）の選択や再入学
を可能とした新たな制
度での運営 
・気らくネットによる地
域での社会貢献活動
の支援 
・豊かなセカンドライフ
の実現に向けた市民
啓発講座の開催  

家 庭 ・ 学 校 ・

地 域 が 連 携

し た 家 庭 教

育の支援（再

掲）  

子育ての不安解消や
地域でのつ なが り づ
くりなどを目的に、地
域で子育て支援等に
関わる市民と の協働
に よ り 立 ち 上 げ た 生
駒市家庭教育支援チ
ーム 「 たけのこ 」 を中
心 に 、 学 校 園 な ど と
の連携のも と親子や
保護者を対象 と し た
交流事業や家庭教育
に関する情報発信な
どに取り組む。  

・地域での交流イベント

の開催 

開催回数：２回 

参加者数：計45人 

・「たけのこ通信」の発 

行  ２回 

・チームメンバーの研修  
の実施  １回 Ａ  

交流イベン トの参
加人数は少なかっ
たが 、そのぶん参
加した保護者との
対話を充実させ 、
保護者にとっても
家庭教育に関する
学びが深まり他の
保護者とつながる
機会となり満足度
も高いものとなっ
た。 

･ 家 庭 教 育 支援 チ ー
ム「たけのこ 」による
取組の実施  
･取組の情報発信  
･ チームメンバーの研
修  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

新たな地域ク

ラブ活動推進

事業 

将来にわたりスポーツ・

文化芸術活動に継続し

て親しむ機会を確保す

るため、新たな地域クラ

ブ活動推進協議会を設

置し、コーディネーター

を配置するとともに、新

たな地域クラブの活動

支援等を行う。  

・新たな地域クラブ活
動 推 進 協 議 会 を ２
回開催  
・ コーディネーターの
配置  
・新たな地域クラブ活
動を５クラブ実施  

A  

学 校 部 活 動 の 地
域 移 行 や 地 域 連
携 に 伴 う 国 の 実
証 事 業 を 受 託 す
る と と も に 、 新 た
な地域クラブ活動
推 進 協 議 会 の 設
置やコーディネー
ターの配置などの
仕組みづくりを行
い 、将来にわたり
スポーツ ・文化芸
術 活 動 に 継 続 し
て 親 し む 機 会 を
確保できるよう支
援を行った。  

・推進協議会の設置や
運営 
・コーディネーターの配
置  
・ 新たな地域クラブの
活動支援 

生 涯 学 習 施

設整備事業  

誰 も が 安 心 ・ 安 全 に
利用でき る施設にす
る た め 、 老 朽 化 が進
んでいる市内生涯学
習施設を適切に維持
管理 し 、 計 画 的 に 改
修を進める。  

・北コミュニティセン  
ター ＩＳＴＡはばたき  
空調設備更新工事  
設計業務完了  
・生駒市コミュニティ  
センター文化ホール  

 １期  調光操作卓改  
修完了  
・生駒セイセイビル照  
明ＬＥＤ化改修工事  
（ １階、４階）完了  
・南コミュニティセン  
ターせせらぎ外構改  
修工事完了  
・南コミュニティセン  
ターせせらぎ仮設駐  
車場整備工事完了  

A  

照明 L E D 化改修
工 事 や 空 調 設 備
更 新 工 事 設 計 業
務 や 更 新 工 事 等
を 計 画 的 に 実 施
する こ と で 、 市民
に と っ て 文化 ・ 生
涯 学 習 の 拠 点 施
設 を 継 続 的 に 安
心 ・安全に利用で
きるように施設の
環 境 整 備 を 行 っ
た。  

体 育 施 設 整

備事業  

子 ど も か ら 高 齢 者 、

障がい者まで誰もが

安心 ・ 安 全 に 利 用 で

きる施設とするため、

ト イ レ の 洋 式 化 を 進

める。また、老朽化が

進んでいる市内体育

施設を適切に維持管

理 し 、 利 用 者 の安心

と安全を確保する。  

・市民体育館トイレ改修

工事完了 

・総合公園体育館及び

井出山体育施設トイレ

改修工事完了 

・井出山体育施設照明

LED 化及びバスケッ

トゴール改修工事完

了  

A  

市民体育館トイレ

改 修 工 事 や 総 合

公 園 体 育 館 及 び

井 出 山 体 育 施 設

ト イ レ 改 修工事 、

井出山体育施設照

明 LED 化及びバ

スケットゴール改修

工事等を実施し 、

災 害 時 に は 避 難

所となる施設の環

境整備を行った。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

生 涯 学 習 施

設 の 設 備 の

充実  

生涯学習施設の設備

を 充 実 さ せ 、 市 民 サ

ー ビ ス の 向 上 を 図

る。  

・ 図 書 会 館 ２ 階 計 算

機室 P A C エアコン

更新工事完了  

・備品の購入・設置  

 A  

施 設 の 安 心 安 全

の 確 保 や 更 な る

市 民 サ ー ビ ス の

向 上 の た め 、 施

設・設備の改修工

事 や 備 品 の 更 新

を 計 画 的 に 実 施

し 、施設の環境整

備を行った。  

生 涯 学 習 施

設 の 管 理 運

営  

市民の生涯学習の拠

点 と なる生涯学習施

設を適切に管理運営

し 、 生 涯 学習 の活性

化につなげる。  

生涯学習施設の利用

人数：8 7 1 , 7 6 3 人  

A  

新型コロナウイル

ス 感 染 症 が ５ 類

感 染 症 に 移 行 さ

れ 、市民に対し施

設 の 利 用 料 金 の

減免を６月まで継

続したことで利用

者数は回復し、文

化 活 動 等 の 利 用

促進に寄与し 、施

設 利 用 者 の 安 心

安 全 の 確 保 や 施

設 の 環 境 改 善 に

努めた。  

 

【評価による課題】  

・働き盛り世代や子育て世代へのアプローチは順調に進められているが、引き続  

き生涯学習の裾野を幅広い世代に広げていくとともに、地域でのボランティア  

活動の機会の創出など、一人でも多くの参加者が学びの成果を何らかの形で社  

会還元につなげていけるような仕掛けを検討する必要がある。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・引き続き、市民等との連携・協働を進め、若い世代も積極的に参加したくなる  

ような学びの機会を提供していく。また、学びの事業の中で、地域活動等を身  

近なものとして具体的なイメージが伝わるような情報提供を行うなど社会還  

元につなげるための工夫を行う。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

＜参考データ＞  

 生涯学習施設の利用者数                 （単位：件、人）  

 令和５年度  令和４年度  

利用件数  利用人数  利用件数  利用人数  

たけまるホール  1 1 , 0 1 0  1 7 7 , 1 1 0  1 2 , 3 2 3  1 7 4 , 4 5 9  

やまびこホール  8 6  1 , 5 1 7  8 0  1 , 3 2 9  

鹿ノ台ふれあいホール  3 , 3 8 7  4 2 , 2 4 4  3 , 2 2 7  3 9 , 4 8 8  

生駒市図書会館  4 , 0 9 2  8 9 , 1 0 1  4 , 0 3 2  7 8 , 1 5 8  

生駒市コミュニティセンター  9 , 7 0 4  1 3 3 , 9 2 9  1 1 , 3 6 1  1 5 9 , 3 6 1  

南コミュニティセンターせせらぎ  8 , 6 5 0  1 2 3 , 1 6 4  8 , 4 8 5  1 1 3 , 0 4 7  

北コミュニティセンターISTAはばたき  1 2 , 1 7 7  2 0 0 , 8 6 7  1 0 , 6 1 3  1 5 2 , 7 6 1  

芸術会館美楽来  6 , 2 3 3  1 0 3 , 8 3 1  6 , 4 6 6  9 4 , 9 3 7  

合   計  5 5 , 3 3 9  8 7 1 , 7 6 3  5 7 , 2 9 1  8 1 3 , 5 4 0  

 

 いこま寿大学の在籍者数等              （単位：クラブ、人）  

 クラブ数  在籍者数  入学者数  定員  応募者数  卒業者数  

令和 2 年度  1 6 ( ※ 1 )  6 3 5  8 3  2 7 5  1 5 4  1 3 0  

令和 3 年度  1 6  4 5 2  8 4 ( ※ 2 )  2 7 5  6 5  1 2 9  

令和 4 年度  1 6  3 5 5  7 3 ( ※ 2 )  2 7 5  7 1  9 6  

令和 5 年度  1 3  3 6 3  1 5 9  2 1 5  1 6 1  1 0 1  

(※１ )歴史クラブと健康体操クラブを新設、ハイキングクラブ（自主 1 0 k m、自主  

8 k m）を募集停止とした。  

(※２ )令和２年度に願書を提出したがコロナ禍のため入学を見送り、令和３年度  

に改めて入学した者を含んでいる。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

２ 人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図書館づくり  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

子ども読書活

動の充実 

子ども読書活動にお

ける家庭・地域・学校

の新しい連携づくり 

「トライ！生駒子ども読
書会議」を 3 回実施。
参加者合計 235 人、
YouTube 197 回視
聴（第１回会議）＋310
人視聴申込（第２，３回
会議合計） 

A  

毎回、外部から講

師を招聘し、一般

公開のうえ 、 デジ

タルと子どもの読

書やポス ト コロナ

社 会 に お け る 子

育 て 等 に つ い て

学び合った。講演

は ｗ ｅ ｂ 公 開 も

し 、 広 く 子 ど も 読

書 活 動 推 進 に 携

わ る 人 と 課 題 共

有した。  

「家読」推進を図る活動
を参加者が各自実施
し、会議で意見交換を
行う。 
/生駒子ども読書会議
の開催回数：ワークショ
ップ３回 

「人を通して

人を知る」「本

を通して人を

知る」をキャ

ッチフレーズ

とするビブリ

オバトル全国

大会の開催 

図書館が本を通じて

語り合う場になると

ともに、年齢や地域の

枠を超えた全国大会

を開催する。 

発表者 5 人   
観戦者 3 7 2 人  
計    3 7 7 人  

A  

予選はオンライ ン

で ４ 回 、 オ フ ラ イ

ンで １回開催し延

べ２ １ １人参加。予

選バ ト ラーによ る

オンライ ン前夜祭

も開催した。  

ビブリオバトル全国大
会 in いこまを開催 
/ビブリオバトル全国大
会の参加者数：３８０人  

市 民 と の 連

携や「協創」

のもと、まち

づ く り の 拠

点 と な る 図

書館づくり  

市民との連携や「協
創」のもと、人と本、
人と人をつなぐ事業
を行い、新たな文化
を創造する「まちづ
くりのプラットフォ
ーム」となる図書館
を目指す。  

・ 「本棚の W A 」4 回
「未在亭」3 回、「朝
活読得会 」 を本館 、
北 分 館 、 駅 前 図 書
室 で 定 期 的 に 実 施
した。  
・ 館 外 サ ー ビ ス と し
て 、 ま ちかど図書室
の登録が 2 7 団体と
なり、リサイクル本７
７ ７ 冊 を 提 供 し 、 本
のイベン ト ７ 1 回実
施した。  
・図書館事業ボランテ
ィア団体数が 1 ５団
体となった。  

A  

市民と協働し 、多
くの事業を行うこ
と によ り 、 図書館
や 読 書 活 動 に 興
味 関 心 を 持 つ 市
民が増え 、よ り多
くの人に本の楽し
みを届けることに
つながった。  
 
 

市民との「協創」事業の
開催、まちかど図書室
活動の推進 
/図書館事業ボランティ
ア団体数：12 団体 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

図 書 館 読 書

バ リ ア フ リ ー

事業  

障がい 、 高齢等の理

由 に よ り 、 図 書 館 の

利用に困難を感じて

いる人が気軽に利用

できる図書館を目指

し 、 ボ ラ ン テ ィ ア と と

も に 読 書 推 進 を 行

う。  

・ 音訳ボランテ ィアに

よる録音図書作成８

点 、 対 面 音 訳 2 1

回、耳で楽しむ本の

会参加者 3 0 4 人。  

・ 宅配サービス 4 1 1

回 1 , 3 7 6 冊貸出。  

・ 知 的 障がい者読書

サポー ト事業では 、

館 内 整 理 日 を 利 用

し た 団 体 利 用 ７ 団

体、６ １回。  

A  

利 用 者 、 利 用 団

体が増え、読書に

親しむ機会を多く

提供できた。潜在

的 に 図 書 館 利 用

に 障 が い が あ る

人が多くいると思

われるので 、引き

続 き 、 Ｐ Ｒ に 努 め

る。  

・ 音訳ボランティア養

成講座、音訳サービ

スの実施  

・ 宅 配 サ ー ビ ス の 実

施  

・ 知 的 障 が い者 の た

め の 代 読 サ ー ビ ス

の実施  

図 書 館 本 館

リニューアル

事業  

図 書 館 の 利 用 形 態

が 、 貸出中心か ら滞

在 型 へ と 大 き く 変 わ

っ た こ と に 対 応 す る

た め 、 子 ど も や 高 齢

者 、 障 がい者 も利用

しやすく、誰もが行っ

てみたくなるような図

書館となるよう、図書

館本館 の リ ニ ュ ー ア

ルを行う。  

ワークショップを ３回

開催 。 のべ １ ０ ３ 人の

参加。リニューアルの

方 向 性 を 打 ち 出 し

た 。また 、空間デザイ

ンの座学を１回開催、

参加者３７人。  
A  

多くの市民と と も

に 、市民が望むこ

れ か ら の 図 書 館

に つ い て 意 見 交

換をすることがで

き 、 リ ニ ュ ー ア ル

の 方 針 を 決 定 す

ることができた。  
・ 図 書 館 利 暯 者 、 市

民、関係団体等によ

る ワ ー ク シ ョ ッ プ を

開催  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

図 書 館 の 運

営と充実  

図書サービスや利便

性 の 向 上 を 図 り 、 誰

もが利用 しやすい図

書館運営を行う。  

市 内 １ ８ か 所 で 出 張

図書館を行い 、 実施

回数 １ ４ ７回 、貸出冊

数 ２ , 0 3 0 冊 と な っ

た。  

A  

実 施 回 数 が 昨 年

度に比べ６ ３回増

え、読み聞かせや

本 に 関 す る 講 座

など も行 っ た 。 本

に親しめる場所と

して 、市民の方に

好評を得ている。  

出張図書館事業を開

始 す る 。 図 書 館外 で

の貸出を行うことで、

気軽に本に親 しんで

もらう環境を作る。  

子 ど も 読 書

活動の充実  

子ど もの健やかな成

長の糧となるよう、ブ

ックスタート事業など

子どもの読書活動を

推進する。  

館内での「おはなし

会」２ ,４０４人、 「絵

本の会」８ １ ０人。学

校等でのおはなし会

等出前授業３ ,０３５

人。まちかど図書室

等におけるイベントの

うち児童向け３１回実

施。生駒北小学校に

おいてボランティアと

学校の協働でオータ

ムフェスティバルを実

施。ボランティアによ

る図書館託児事業

「こあら」のべ２７８人

利用。  

A  

図 書 館 の 内 外 を

問わず 、あらゆる

場 面 で 子 ど も に

本 を 届 け る 活 動

を 行 っ た 。 ま た 、

託 児 事 業 を 行 い

保 護 者 の 読 書 活

動推進も行った。  

読 書 活 動 ボ

ラ ン テ ィ ア の

育 成 と 協 働

に よ る 事 業

推進  

読 書 活 動 ボ ラ ン テ ィ

ア を 育 成 す る と と も

に 、 同ボ ラ ン テ ィ ア と

協 働 し 、 読 書 に 触 れ

る環境を整備する。  

ボ ラ ン テ ィ ア 養 成 講

座 と し て 、 音 訳 １ ０

回 、 学校図書館修理

講 座 ２ 回 及 び 実 習 、

子 ど も に 語 る お は な

し講座５回開催。ボラ

ンティアによる生駒に

関する新聞記事の切

り抜きのスクラップブ

ックを作成した 。鹿ノ

台図書室では 、 配架

やイベント等、図書館

の運営に も関わ っ て

もらっている。  

A  

様 々 な 分 野 で 市

民と協働しながら

図 書 館 運 営 を 行

った 。障がい者へ

の情報提供や、子

ど も 読 書 活 動 推

進、郷土資料の充

実等、行政だけで

は 到 達 で き な い

サービスのレベル

を維持している。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】  

・図書館の利用に障がいがある人に対する図書館の環境改善や、様々な理由によ  

って図書館へ来ることが困難な人への対応、図書館や読書に関心が無い人等へ  

の啓発等が必要である。  

 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・地域住民や図書館利用者、市役所関係課、幼保こども園、学校、民間事業者等  

と積極的に連携し、デジタル化も視野に入れながら、読書人口を増やすととも  

に、新たな文化を創造するまちづくりの拠点となる。  

 

＜参考データ＞  

 図書館蔵書冊数等                 （単位：冊、人）  

 蔵書冊数  貸出冊数  貸出人数  利用券登録者数  

令 和 ２ 年 度 6 4 7 , 6 3 8  1 , 0 9 4 , 7 6 8  3 1 7 , 8 6 7  4 9 , 7 1 0  

令 和 ３ 年 度 6 4 9 , 7 1 2  1 , 2 6 3 , 7 5 3  3 5 8 , 6 2 7  4 7 , 1 6 1  

令 和 ４ 年 度 6 4 6 , 2 1 0  1 , 1 9 5 , 0 6 5  3 5 2 , 6 4 5  4 4 , 3 5 7  

令 和 ５ 年 度 6 5 1 , 4 5 9  1 , 1 4 8 , 7 2 9  3 4 1 , 7 7 1  4 1 , 3 0 2  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

３  歴史・伝統文化・芸術を通じた、より豊かなまちの実現  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

『生駒市史』編

さん事業 

『生駒市史』編さん事業

は、昭和６０年に最終巻

を発刊し終えたが、そ

の後３０年間に行われ

た発掘調査や古文書調

査等の新たな成果が蓄

積されている。加えて、

生駒市を取り巻く状況

は大きく変化してきて

おり、市制５０周年を記

念して新たな「生駒市

史」を編さんする意義

は大きい。優れた専門

性を備えた市内在住研

究者や学校関係者、ボ

ランティアの参画により

「生駒市史」の編さんを

行う。 

編 さ ん 委 員 会 、 ５ 分

科会開催  

・補充調査実施  

・ ボ ラ ンテ ィアを活用

した編さん作業継続  

・記念講演会  1 2２人  

・ いこま歴史キャンパ

ス開催 4 講座延べ  

１ ５ ８人  

・史料集 2 冊の翻刻・

編 集 ・ ニ ュ ー ズ レ タ

ー発刊など  
Ａ  

有山武兵衛文書

ほか各分野の史

資料調査を実施

するとともに、編

さん委員会、分科

会、編集会議を開

催し、各分野の方

針等の情報を共

有した。またボラ

ンティアの参画に

よる史料の収集、

翻刻等の編さん

作業を実施した。

また、調査研究の

成果を地域学習

イベント ・講演会・

ニューズレターな

どを通じて伝え、

事業ＰＲに努め

た。また、次年度

刊行に備えて生

駒の近世・近代の

史料集の翻刻及

び編集を進めた。  

・編さん委員会開催  

・補充調査  

・史料集 2 冊の翻刻・

編集  

・記念講演会  

・地域学習イベント  

・ニューズレター発行  

市史編さん収

集資料活用事

業 「 い こ ま 歴

史アーカイブ」 

市史編さん作業で収集

した資料のうち、書籍

の基礎となる貴重かつ

活用可能な資料を選択

し、令和７年度以降『市

史』を発刊公開して以

降 、 史料 を随時公開

し、活用をはかる。  

・史料の収集・撮影を

行った。 

・分科会で意見聴取、

活用手法を検討した。  
A  

史 料 の 収 集 を お

こ な う と と も に ア

ーカイブに適する

史料を選定した。  

・史料の収集・撮影  

・史料の選択 

・関連課調整 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

歴史 ・伝統文

化の学びの場

の提供と情報

発信 

市内に存在する有形・

無形文化財の保存・活

用、伝統文化に親しむ

機会の拡充や継承を進

めるほか、生駒ふるさ

とミュージアム等を拠

点とした郷土学習の場

の提供や歴史文化の発

信を行う。あわせてデ

ジタルミュージアムによ

る情報発信を行うこと

で、市民が容易に生駒

の歴史や伝統文化に触

れることができる環境

を整備する。  

・小学校児童を対象と

した高山竹林園での

茶筌製作実演や茶道

体験の学習支援 

参加校数：５校 

参加者数：計349人 

・ふるさとミュージアム

における特別展・企画

展、各種講座等の開

催  

来 館 者 数 （ 年 間 ） ：

7,108人 

・小学校への出前授業  

実施校数：７校 

・デジタルミュージアム

の運営と周知 

年度中のページビュ

ー数：29,305 

Ａ  

・ 高山竹林園等と

の連携により、市

内小学校児童が

茶筌や茶道に触

れる機会を５年ぶ

りに提供すること

ができた。 

・また、ふるさとミュ

ージアムにおいて

は、本市の文化財

や歴史にふれる展

示や講座、講演会

等 を 開 催 し た ほ

か、小学生を対象

に昔のくらしやま

ちの移り変わりな

どをテーマとした

出前授業にも力を

入れるなど、幅広

い世代に本市の

歴史文化を伝える

ことで、郷土愛の

醸成につなげた。  

 

・ 小 学 校児童 を対象

とした郷土の伝統文

化 （ 茶 筌 ・ 茶 道 ） 学

習の促進  

・ ふ る さ と ミ ュー ジア

ムにおける企画展等

の開催  

・ デジタルミ ュージア

ムの運営と周知  

・ 市 内 の 文 化財 を 活

用 し た 講 座 等 の 実

施  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

市民 との 「 協

創」による「音

楽 の ま ち 生

駒」の発信 

「市民みんなで創る音

楽祭」など市民の企画

提案によるコンサート

の開催を通じて、市民

が身近に様々なジャン

ルの音楽に親しめる機

会を提供する。  

また、吹奏楽を愛する

市民により結成された

「生駒市民吹奏楽団」

の活動を支援するとと

もに、市内学校の吹奏

楽部・バンド等との連

携のもと、合同演奏会

などの開催を通じてあ

らゆる世代の市民に吹

奏楽や音楽の楽しさを

提供・発信する。  

◎「市民みんなで創る

音楽祭」 

提案団体 12 団体 

実施団体  ８団体 

来場者数 3,030 人 

出前授業 ９校 

  参加者   2,237 人 

◎市民吹奏楽団事業  

・ 「 い こ す い フ ェ ス タ

2023」（６月 25 日

開催） 

来場者数 572 人 

・ 「 ０才から楽しめるフ

ァミリーコンサート」

（12 月 17 日開催、

２回公演） 

来場者数 1,277 人 

・「いこま吹奏楽の日」  

 （令和６年３月２・３日  

開催) 

 来場者数  2,000 人 

A  

・ 「市民みんなで創

る音楽祭」は予算

の関係上、実施数

は８公演となった

が来場者数は前年

度を上回った。  

また、市内小中学

校へのアウトリー

チ公演は実施校数

や参加者数も大幅

に増え、子どもへ

の音楽教育の充実

にも貢献すること

ができた。 

・吹奏楽事業を含め

いずれの事業も多

数の来場者に恵ま

れ、「音楽のまち生

駒」を市内外に発

信することができ

た。 

・ 「 市民みんなで創る

音楽祭」の開催  

・ 市 民 吹奏楽団の運

営、事業開催  

/ 「 市 民 み ん な で創

る音楽祭」提案団体

数： １4 団体  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

設定目標  

生駒ふるさと

ミ ュージアム

管理運営  

市の歴史文化の普及

のため、生駒ふるさと

ミ ュ ー ジ ア ム の 指 定

管 理 者 と 連 携 し て 、

適 切 に 管 理 運 営 す

る。  

生駒ふるさとミュージ

ア ム の 来 館 者 数 （ 年

間）：7,108人 

 

Ａ  

ふるさとミュージア

ム指定管理者の企

画による特別展示

等の開催により、初

めての来館者を含

む多数の観覧があ

り 、本市の歴史文

化の発信とともに

ふるさとミュージア

ムの認知度を高め

ることができた。  

また、新たに親子向

け歴史講座を開催

したほか、引き続き

実施している「勾玉

体験 」 に も多数の

参加を得るなど、子

どもだけでなく子育

て世代の来館者増

にもつながった。  

文 化 芸 術 事

業  

市民の文化芸術活動

を 活 発 化 す る た め 、

成果発表会の場の提

供や指定管理者の自

主事業の実施 、 文化

芸術団体との連携な

どを推進する。  

生涯学習施設で行われ

る芸術文化活動の参加

者数：22,746 人 

Ａ  

コロナ禍も一定落

ち着いたこと もあ

り 、関係団体や指

定管理者等と連携

しながら積極的に

事業実施に取り組

み、昨年度を大幅

に上回る参加者数

を得た。 

文 化 財 保 護

と 歴 史 文 化

の普及  

市の歴史の普及を図

り 、 郷 土 愛 を 醸 成 す

るとともに、市の貴重

な 文 化 財 保 護 を 行

う。  

歴史文化系講座聴講

者数：1,334 人 

Ａ  

生駒ふるさとミュー

ジアムにおいて本

市の文化財や歴史

をテーマにした企

画展や特別展、各

種講座や講演会を

行うほか 、市内小

学校への出前授業

にも積極的に取り

組み、幅広い世代

の多くの市民に郷

土の歴史文化の普

及を進めることが

できた。 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】  

・文化芸術や歴史文化に関する事業では小中学校との連携を進めた結果、子ど  
もたちの参加は大幅に増えたが、各種公演や展示の参加者の多くはシニア層  
が占めており、子どもから働き盛り世代にも関心を持って参加してもらえる  
ような内容や実施手法の工夫が必要である。  

 
 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・引き続き魅力あるイベントの開催を通して市民が文化芸術に親しむ機会を増  
やすとともに、市史編さん事業における記念講演会や歴史キャンパス事業の  
ほか、ふるさとミュージアムでは新たな切り口で郷土の歴史を学べる講座な  
どにも取り組むことで、より幅広い世代に本市の歴史文化を発信し、郷土愛  
を高める取組を進める。  

 

＜参考データ＞  

 生駒ふるさとミュージアム来館者数            （単位：人、件）  

 大人  子ども  合計  多目的室利用件数・人数  

令 和 ２ 年 度 4,683 1,617 6,300 1 5 2    2 , 5 5 5  

令 和 ３ 年 度 5,230 3,309 8,539 3 3 9    5 , 0 3 9  

令 和 ４ 年 度 5,217 2,401 7,618 3 0 6    5 , 1 5 3  

令 和 ５ 年 度 5,151 1,957 7,108 2 4 9    5 , 4 8 8  

 

 文化芸術事業の開催状況                 （単位：回、人）  

 
種 別 

令和５年度  令和４年度  

延べ回数 参加者数 延べ回数 参加者数 

市主催事業 市民文化祭等 18 12,713 17 10,438 

文化芸術団体補助事業 コンサート等 3 1,078 3 697 

指定管理者自主事業 
コンサート等 51 8,955 14 4,470 

講  座 334 11,984 309 9,185 

合  計 406 34,730 343 24,790 
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

４  「健康」「生きがい」「仲間」「まち」をつくるスポーツの発展  

【アクションプラン掲載事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

第２期スポー

ツ推進計画策

定事業 

本市スポーツ推進の基

本的な方針を示す「生

駒市スポーツ推進計

画」が、令和５年度で計

画期間が終了するた

め 、 次 期 計 画 と な る

「（仮称）第２期生駒市

スポーツ推進計画」を

策定する。  

・令和４年度に実施し

た 「 スポ ー ツに関す

る市民意識調査 」等

を基に 、 第 ２ 期 スポ

ー ツ 推 進 計 画 を 策

定した。  A  

ス ポ ー ツ 推 進 審

議 会 や 計 画 策 定

委員会の開催、関

係 団 体 か ら の 意

見聴取 、 パブ リ ッ

ク コ メ ン ト の実施

等 、広く市民や関

係 団 体 等 の 意 見

を踏まえ 、計画策

定を行った。  

・第２期スポーツ推進

計画策定  

総合型地域ス

ポーツク ラブ

育成 ・支援事

業  

誰もが身近な地域で気

軽にスポーツ活動が行

えるよう、市内の総合

型地域スポーツクラブ

の発展を支援するとと

もに、新たなクラブの設

立に向け、関係団体へ

の情報提供や人材育成

を行う。 

・ 広報掲載、チラシ配

布等による各クラブ

の 周 知 啓 発 活 動 支

援  

・ 生 駒 市総合型地域

スポーツクラブ連携

会 議 の 開 催 （ １ 回 ）

及び新規クラブの設

立支援 （ 新 規 ２ ク ラ

ブ設立）  

/会員数： １ ,０ １ ３人  A  

各クラブが実施す

る 事 業 等 に つ い

ての周知啓発や、

各クラブ間の情報

交換を行うと とも

に 、 新規 ク ラ ブの

設立支援を行うこ

と に よ り 、 会 員数

の増加や各クラブ

の 組 織 体 制 の 強

化に繋がった。  

また、学校部活動

の 地 域 移 行 に 伴

う 国 の 実 証 事 業

を受託するととも

に 、新たな地域ク

ラ ブ 活 動 の 推 進

を見据え、市内総

合型クラブが実施

主体となる仕組み

づくりを行った。  

・各クラブに対する活

動支援  

・ 新 規 ク ラ ブ 設 立 準

備支援  

/市内ク ラブの会員

数： １ ,０0 0 人  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

み ん な の ス

ポ ー ツ 推 進

事業  

子 ど も か ら 高 齢 者 、

障がい者 など あらゆ

る 市 民 が 、 ス ポ ー ツ

に 親 し み 、 楽 し む 機

会の充実を図る。  

・スポーツを始めるき
っかけやスポーツに
親 し ん で も ら え る １
日 と す る た め 「 い こ
ま ス ポ ー ツ の 日 」
（ 令 和 ６ 年 ３ 月 ２ ０
日）を開催  
参加者数：６４０人  
・ 障 が い 者 ス ポ ー ツ
用 品 の 購 入 及 び 活
用 （スポーツ用車い
す）  
・ 障 が い 者 対象 ス ポ
ーツ事業：５回開催  
※上記事業の中で 、
車いすバスケッ トボ
ール体験会を２回実
施  
・ 学 校 生活 で頻度の
高い“跳ねる ” “投げ
る ” “ 蹴る ” の ３つの
動 き を 、 作 業 療 法
士 、理学療法士 、ス
ポーツ指導者により
小 集 団 で 実 施 す る
障 が い 児 用 運 動 プ
ログラム：４回開催  

A  

「 い こ ま ス ポ ー ツ

の日 」の開催にあ

た り 、 市 スポー ツ

施 設 指 定 管 理 者

や 市 内 総 合 型 地

域スポーツクラブ

等 と連携した こ と

で 、 バ ルセロナ ア

カデミー奈良校に

よるサッカー教室

や 、 リ レ ー マ ラ ソ

ン 、 ｅ ス ポ ー ツ 体

験会、芝生でピラ

ティスの開催など

を実施 し 、 多 く の

市 民 の 参 加 を 促

すことができた。  

ま た 、 令和 ４ 年度

にモデル事業とし

て 実 施 し た 障 が

い 児 用 運 動 プ ロ

グラムを拡充開催

し 、参加者から高

い評価を得ること

ができた。  ・いこまスポーツの日
の開催（ １回）  
・ 障 が い 者 対象 ス ポ
ーツ事業の開催 （ ４
回）  
・ 障 が い 児用運動 プ
ログラムの実施  
・ 車 い す バ ス ケ 体 験
会の実施  
※企業版ふる さ と 納
税を活用  
・ 障 が い 者 対象 ス ポ
ーツ事業の開催 （ ５
回）  
・ 障 が い 児暯運動 プ
ログラム事業の実施  
/みんなのスポー ツ
推進事業の開催 ： ６
回 /年  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  

実績・成果  
評価  

令和５年度の取組/設定目標 

ト ッ プ ア ス リ

ー ト 連 携 事

業  

スポー ツに憧れや夢

を抱けるように 、メダ

リ ス ト や ト ッ プ アス リ

ートを招き、スポーツ

教室や講演会を開催

し 、 有 名 ス ポ ー ツ 選

手 と 触れ合 う機会 を

つくる。  

・ 県 内 実業団女子ホ

ッケーチームによ る

ホッケー体験会  

（ ３ ２人参加）や 、オリ

ンピアンによる水泳

教室（４３人参加）の

実施  

B  

他 事 業 や 事 業 講

師となる アス リー

トとの日程調整等

が合わず、実施回

数 が 当 初 の 目 標

には至らなかった

が、実業団チーム

によるホッケー体

験会やオリンピア

ンによる水泳教室

を開催し、国内外

ト ッ プ レ ベ ル の ア

ス リー ト と触れ合

う 機 会 を 創 出 し

た。  

・ ス ポ ー ツ 教 室 や 講

演会の実施  

/ ア ス リ ー ト 連 携 事

業の実施：年５回  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【その他事業】  

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

子 ど も 体 力

向 上 事 業 の

実施  

子どもの体力向上を

目指 す た め 、 子 ど も

を 対 象 と し た ス ポ ー

ツ イ ベ ン ト を 開 催 す

る。  

子どもを対象とした

イベント ・事業の参加

者数： 1 ,９５０人  

A  

新型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス感染症が５類感

染症に移行 さ れ 、

水泳競技大会や 、

Ｉ Ｋ Ｏ ＭＡマ ラ ソ ン

チ ャ ン ピ オ ン シ ッ

プなどの種目別競

技会を制限なしで

開 催 し 、 子 ど も た

ちのスポーツ活動

の発表の機会とし

た。  

子どもを対象とした

イベント ・事業の参加

者数：2 , 3 0 0 人  

スポー ツ 、 レ

ク リ エーシ ョ

ン活動  

様々なニーズに合っ

たイベント、講座等を

開 催 し 、 誰 も が ス ポ

ー ツ に 触 れ る こ と が

できる環境を整備す

る。  

市内各種スポーツイ

ベントなどの参加者

数： １ １ ,６８７人  

 

Ａ  

新型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス感染症が５類感

染症に移行される

ま で は 、 新 型 コ ロ

ナウ イ ルス感染拡

大防止対策を講じ

た上で市民体育大

会 等 を 開 催 し 、 ５

類感染症に移行さ

れた後は制限なし

で フ ァ ミ リ ー ス ポ

ーツの集いをはじ

めとする各種スポ

ー ツ 事 業 を 開 催

し 、 市 民 の ス ポ ー

ツ活動の場の提供

を行った。  

市内各種スポーツイ

ベントなどの参加者

数：2 0 , 0 0 0 人以上  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

事業・取組  

名称  
活動内容  実績・成果  評価  

社 会 体 育 施

設 の 管 理 運

営  

市民のスポーツ活動の

拠点となる社会体育施

設を適切に管理運営

し、スポーツ環境の整

備を図る。  

市内体育施設の利用

者数：８ １ ６ ,４２３人  

 

 

Ａ  

新型コロナウイル

ス 感 染 症 が ５ 類

感 染 症 に 移 行 さ

れたが、一部の施

設 で 利 用 者 が 戻

らず、当初目標に

は 至 ら な か っ た

が、指定管理者と

連携し、施設利用

者 の 安 心 安 全 の

確 保 や 施 設 の 環

境改善に努めた。  

市内体育施設の利用

者数： 1,000,000 人 

ス ポ ー ツ 推

進 審 議 会 の

開催、スポー

ツ 推 進 委 員

の運営  

審議会を通じて専門家

や市民から市のスポー

ツ施策に関する意見を

聴くとともに、地域住民

であるスポーツ推進委

員と協働してスポーツ

の普及を図る。  

スポーツ推進審議会  

開催回数：２回  

スポーツ推進委員  

会議：２回  

研修会等：８回  

実技指導：９回  

その他地域での実

技指導  

A  

ス ポ ー ツ 推 進 審

議会では 、 「 生駒

市 ス ポ ー ツ 推 進

計 画 【 改 訂 版 】 」

の 各 施 策 の 進 捗

状 況 や 検 証 等 を

行うとともに「第２

期 生 駒 市 ス ポ ー

ツ推進計画 」を策

定した。  

ス ポ ー ツ 推 進 委

員 で は 、 フ ァ ミ リ

ー ス ポ ー ツ の 集

いやいこまスポー

ツの日、各種障が

い 者 ス ポ ー ツ 支

援 事 業 等 で の 実

技指導により 、更

なる地域スポーツ

の推進が図れた。  
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【評価基準】 

Ｓ 目標を上回る成果、効果を得ることができた。 

A 取組完了、実施済み又は十分な効果が得られ目標を達成した 

B 一定の効果が得られたものの目標の達成には至っていない 

C 未着手又は十分な効果が上げられず目標に達していない 

【評価による課題】  

・令和５年度は、ほとんどのスポーツ事業をコロナ禍以前のように制限なしで  
実施することができ、市民がスポーツに夢や憧れを抱ける機会やスポーツを  
始めるきっかけ、スポーツに親しんでもらえる機会を創出することができた。  
特に、障がい児用運動プログラムをはじめとする障がい者対象事業は多くの  
参加者から高評価をいただいているため、今後は継続してスポーツにふれあ  
っていただける環境とするため関係団体との更なる連携や地域の協力が必要  
と感じている。  

・学校部活動の地域移行や地域連携については、国の実証事業を受託し、市ス  
ポーツ協会や市内総合型地域スポーツクラブ等の実施主体と連携し取り組み  
を進めているが、今後は国や県が目標として掲げている令和８年度までの地  
域移行を目指し、関係団体等との調整を図りながら更に進めていく必要があ  
る。  

 
 

【評価・課題を踏まえた今後の活動方針】  

・「生駒市スポーツ推進計画」の重要施策である総合型地域スポーツクラブ育  

成・支援事業やみんなのスポーツ推進事業については、市民ニーズや参加者  

等の意見を取り入れながら引き続き取り組みを推進する。  

・休日の学校部活動の地域移行を見据え、将来にわたりスポーツ・文化芸術活  

動に継続して親しむ機会を確保するため、令和５年度に設置した「新たな地  

域クラブ活動推進協議会」で検討し、生徒や児童にとって持続可能で多様な  

環境を構築する。  

 
 

＜参考データ＞  

 スポーツ、レクリエーション活動の実績              （単位：人）  

事業名  令和５年度  令和４年度  事業名  令和５年度  令和４年度  

体育大会  4 , 9 0 9  4 , 5 0 7  学校体育施設開放  2 , 8 0 8  2 , 7 8 2  

ファミリースポーツの集い 7 2  3 4  生駒ふれあい市民マラソン 中止  中止  

小学生長距離走記録会  3 1 7  2 9 7  生駒山スカイウォーク  廃止  4 0 0  

スポーツ教室  3 , 7 2 1  4 , 5 7 0  チャリロゲいこま  4 9  6 5  

体育館無料開放  1 , 4 3 8  1 , 2 7 3     

 

 社会体育施設の利用実績                     （単位：人） 

施設名 令和５年度  令和４年度  施設名  令和５年度  令和４年度  

生駒北スポーツセンター 128,860 123,835 滝寺公園  140,553 136,804 

イモ山公園  54,538 52,460 むかいやま公園 38,665 38,742 

北大和  84,599 83,179 小平尾南  32,849 35,256 

総合公園 132,698 115,574 井出山  181,493 189,453 

山麓テニス  22,168 21,265 合  計  809,579 796,568 
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点検及び評価に関する意見  

( 1 )  教育委員会の活動状況に対する意見  

生駒市が、平成２８年６月に教育・学術及び文化の振興に関する総合的な施策の

生駒市教育大綱（第１次）を策定してから６年が経過した。令和２年６月より「第

２次生駒市教育大綱」に基づく事業が推進期間４年としてスタートし、本年度はそ

の最終年度の点検評価となっている。  

毎年「アクションプラン」を策定・更新することで教育理念の具現化を図ってき

た。市長マニフェストと連動し「ＰＤＣＡ」が年度ごとに活かされ、発展的かつ一

貫性をもった取組が進められ、成果につながっている。長期的展望に立って先進的

な改革を目指し、積極的に取り組まれている点を評価している。  

そして、令和６年度から実施される第３次生駒市教育大綱策定に向けての取組

も期待できる。  

令和５年５月８日から、新型コロナウィルス感染症の位置づけが、「５類感染症」

となり、事業や活動での様々な制限はなくなったが、社会にコロナ禍の影響が残る

中での活動は評価している。このような状況下にある中、これからも実績をしっか

り点検、評価し、改めるべきところを見極め、生駒市教育大綱に沿ったコロナ禍後

の活動を市が主体となって、今後とも臨機応変に対応していただくことを望みま

す。  

活動の点検・評価として、各事業・取組ごとに評価等を詳細に文章を表記するこ

とに加え、昨年度から評価の総括として、事業・取組とそれに対する評価を一覧表

にすることで、事業・評価の全体を一目で確認でき、解りやすくなったことは評価

できる。  
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( 2 )  生駒市教育大綱に基づく施策・事業に対する意見  

基本方針１  子育てを楽しめる地域づくり  

１  保護者支援の場・コミュニティづくり  

子育て家庭と妊産婦等を支援するため、関係機関と連携し支援することにより、

虐待の未然防止・早期発見に努め、拠点担当者に必要な研修を受講させ、知識・対

応力の向上により、相談体制を充実させたことは評価に値する。今後、益々事業の

必要性が増すと思われる。１１月１日からセンター内で短時間預かり事業がはじ

まり、依頼会員・援助会員が増加し、活動件数が２ ,３９８件となったことは、今

後の活動に大きな期待がもてる。これからも更にファミリー・サポート事業の周知

を図り、地域で支え合う子育てのコミュニティ構築を期待する。とりわけ、パパセ

ミナー講座修了後のアンケートでは、「父親が子どもと関わる時間が増えた。」等

の声が聞かれ、パパセミナー等夫婦で協力して子育てをしていく支援事業の発展

を今後も期待する。  

「待機児童解消に向けた取組の推進」についても、小規模保育所の開園、保育人

材の確保をはじめ、保育コンシェルジュによる出前相談会や、コロナ禍にあって工

夫しサポート体制等を実施してきたが、東生駒駅周辺及び生駒駅周辺の受け皿不

足等により、令和６年４月１日入所における待機児童数が１６名となった。小規模

保育所及び保育所の分園等の計画を進める中で、令和７年までの待機児童解消に

向け、今後も取組の強化をお願いしたい。  

妊婦期から子育て期にわたり、切れ目のない子育て支援事業が展開されている

ことは、評価に値する。また民間学童保育所の開設にも更に取り組まれ、今後に期

待している。子育て世代の保護者が孤立せず、虐待の未然防止、早期発見も含めて

子どもたちが安心して過ごせるよう、家庭・地域・学校・事業者・行政が連携し、

地域全体で見守り育み、健全な成長に向けて今後とも様々な家庭に応じた支援を

お願いしたい。とりわけ、市民との協働により立ち上げた生駒市家庭教育支援チー
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ム「たけのこ」を中心に、学校園などとの連携のもと、親子や保護者を対象とした

交流事業や家庭教育に関する情報発信などの取組を、今後大いに期待している。  

２  「遊び」を「学び」につなぐ就学前教育の充実  

生駒市保幼小接続推進会議を開催し、保幼小接続についての学びを深めたこと

は、今後さらに発展するために価値ある事業であると考える。また、写真・動画・

リーフレットを活用し、「遊び」を「学び」につなぐ幼児教育の可視化を保護者に

も示したことは評価できる。  

新たに設置した学校運営協議会との一体的な推進により、「えん・くろす」の取

組が、一層地域や保護者の主体的な活動によって実施され、園が地域活性化の役割

を担ってきていることは評価できる。世代間交流や事業者との連携等、「協働」に

よる楽しく充実した取組を今後も期待する。  

また、特別支援加配を必要とする園児３人に１人の加配教諭を配置し、一人ひと

りの特性に応じて、きめ細かい支援を行うことができたことは評価したい。  

保護者の働き方の変化も踏まえ、保護者のニーズへの対応が求められる。国及び

県からの補助金の確保に努めていただき、どんな状況下でも、きめ細やかな対応を

お願いしたい。  

 

基本方針２  ２１世紀を生き抜くしなやかでたくましい人づくり   

１  「地域に開かれ、地域とともにある学校づくり」の推進  

本市では以前から「地域ぐるみの児童生徒健全育成事業」等、地域の実情に応じ

た、特色ある教育活動が地域と連携してなされてきた。それらを基に発展させた

「学校運営協議会」を市内全小中学校に設置し、本格的にコミュニティ・スクール

が始動していることは評価できる。  

現状として学校や家庭だけでは十分とは言えない教育や子育てを、それぞれの

長所を生かし合い、欠点を補う中で、学校・保護者・地域住民の協働を通して「地
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域とともにある学校の実現」に向け、学校間の情報を共有し、さらに充実したコミ

ュニティ・スクールの取組を期待している。また、令和４年度より実施してきた「い

こま教育フォーラム」は、教職員の資質能力の向上につながり、今後求められる授

業改善の方向性及び学校現場の課題解決となることを期待している。  

また、教育現場を支援する取組として、スクールボランティア、学びのサポータ

ーを各小中学校へ派遣することにより、教育の充実が図られたことは評価できる。 

 

２  ＩＣＴ機器を活用した新たな学びの創出と時代に応じた環境整備  

国のＧＩＧＡスクール構想をはじめ、令和の日本型教育の実施事業に合わせ、生

駒市でも今まで積み重ねてきた実績を生かし進められている。 1 人 1 台のパソコ

ン端末が整備され、全小中学校にＩＣＴ支援員を配置することで、「個別最適な学

び」と「協働的な学び」の一体的な充実による新しい学びの形をいこまモデルとし

て提案し、日常的な指導において日々改善を図り、効果が定着するよう進められて

いることは評価できる。とりわけ、Ｇｏｏｇｌｅ認定者取得講座を３３人が受講し、

受験者の 8 7 . 8％が合格したことにより、授業改善や校務ＤＸの推進など市内教員

のＩＣＴスキルアップにつながることに期待する。  

オンライン学習や協働学習でＩＣＴ機器を活用し、学校だけでなく学校と家庭

を結ぶツールとして利用していくこと等、新たな学びの環境整備とともに、教員の

ＩＣＴ活用能力向上についてオンラインでの研修の実施により、参加しやすい環

境が設定され、取組内容を市内の学校で共有できたことは評価に値する。また、子

どもたちに情報伝達の便利さとともに、ＩＣＴ活用マナーの育成指導もお願いし

たい。  

全中学校の校舎のトイレ洋式化が完了し、学校環境の改善を図れたことは、評価

できる。中学校給食センターの老朽化に伴う施設改善で、給食の提供を中止するこ

となく、床改修工事を完了したことは評価したい。今後は、老朽化が進んでいる小
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中学校において、大規模改修を順次計画的に実施するようお願いしたい。  

 

３  多様性を認める柔軟性とやさしい心の育成  

「自殺対策推進事業」、「ＩＣＴ機器を安全に活用するための情報モラル教育の

推進」が、昨年度に引き続き充実した内容で示された。いじめ根絶に向け、すべて

の組織が自らの課題と捉え主体的に取組がなされていると思うが、子どもたちの

様子も察知しづらくなっている現状の中、全国的にＳＮＳを利用したいじめをは

じめ悲しい事件の報道もある。そんな状況下での取組を喫緊の課題として新たに

取り組まれ、研修も深められつつあることを評価し、更なる取組に期待する。  

また、不登校支援推進として、「のびのびほっとルーム」、「いきいきほっとル

ーム」等、学校に登校しにくい児童の居場所となることを期待している。  

今後も教員が児童生徒の出す信号に素早く対応するためにも、各校園に「スクー

ルカウンセラー」、「スクールソーシャルワーカー」、「スクールアドバイザー」

等が派遣され、「カウンセリング」や「教育相談」の充実が図られ、今後もいじめ

防止に向けた学校づくりの推進と、更なる充実に向けた取組をお願いしたい。  

また、特別教育支援体制として、「教育相談室」、「適応指導教室」、「言葉の

教室・通級指導エル」等も成果を上げていて評価したい。近年、特別な支援を要す

る子どもたちが増加傾向にある。登校しにくい児童に対し、適応指導教室を開設し

たことは評価できる。よりきめ細かな特別な支援に対し、今後も更なる体制の充実

をお願いしたい。  

 

４  主体的に学び、挑戦を続けるたくましい心身の育成  

「主体的に行動する力」、「課題を見つけ、解決する力」、「グローバル時代に

対応する語学力」、「他者と協働するためのコミュニケーション能力」を育成し、

これからの社会の中においても、生きぬく力を身につけることができる学びの環
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境を充実していくことが求められている。  

自分の夢を持ち、自己有用感を高めることができる心の教育と、健やかな体を育

成する取組として「社会に開かれた学校教育推進事業」が掲げられ、「あこがれい

こまびと講演事業」や「生駒こどもチャレンジ補助事業」、「チャレンジ！やさし

くたくましいいこまっこキャンプ」等にも引き続き取り組んでいただきたい。児童

生徒の郷土愛を育むとともに、将来の自分のあり方に関心をもつことができ、また、

自然と向き合い、自然体験の良さと自然の怖さを知識として得ることができ、児童

生徒の「生きる力」を育むことができたことは評価できる。  

全国的に問題となっている、中学校において専門的な技術指導者の不在、また部

活動での教員への負担等について、地域指導員の派遣の取り組みを進めてきたこ

とは評価に値する。地域指導員の確保という課題はあるものの、今後の取組に期待

している。  

理科離れが進む中、奈良先端科学技術大学院大学と連携した授業も以前から行

われているが、市にある連携できる機関を利用し、今後益々児童生徒たちが興味関

心を高めることを期待する。また、本市独自の取組として、学校教育の充実を図る

ため、小学校１年３０人程度学級を実施できたことは評価したい。今後は、２年以

上の学年においても実施することを期待している。  

 

５  「楽しい授業づくり」のための教職員の育成と環境整備  

教職員の働き方改革で、「教職員が生き生きと子どもと向き合う時間創造プログ

ラムの推進」が着実に推進されることにより、２１世紀を生き抜く力の育成に向け、

「わかる授業」、「楽しい授業」から「学びの喜び」を子どもたちに感じさせるこ

とが更にできると思われる。  

市内１９校に「スクールサポートスタッフ」を配置したことにより、教職員の勤

務時間の削減ができ、教職員が授業や教材研究に集中し、ゆとりをもって子どもた
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ちと向き合う時間の拡充が、今まで以上に図れると思われる。特に学校現場は多忙

を極め、人的措置は必要不可欠なものである。講師不足対策として講師等就労説明

会を実施し、４８名の登録を得たことは評価できる。  

グローバル時代に対応した外国語教育の推進として、小学校１年から外国語活

動を取り入れ、低学年の内からＡＬＴとともに楽しみながら外国語活動を行うこ

とで、抵抗感がなくなり、英語に慣れ親しんでいることは評価できる。  

また、教職員の能力育成のための研修として、「キャリア教育クライマー会議」、

「教職員のファシリテーション能力の育成のための研修」、「ミドルリーダー向け

先進校視察支援事業」等で、子どもたちのために、何を大切にしていくか見直しの

機会としていくとともに、児童・生徒の成長、学習能力向上のために、教員は更に

自己研修に努めていくことが重要であり、今後のこの取組に大いに期待したい。  

今後も想定できない状況も考えられる。現場と行政が連携し素早い的確な対応

と行政指導をお願いしたい。  

 

基本方針３  すべてのライフステージで、楽しみながら学び、地域とつながる機           

会づくり  

１  すべての人が楽しく、安心して成長し、活躍できる機会の創出  

「ＩＫＯＭＡサマーセミナー」は、子どもから大人まで幅広い世代が学びたいこ

とを気軽に学べ、様々な特技や専門知識等を持った市民自身が先生となって開催

される、市民の学びと活躍の場である。実行委員会が主体となり企画・開催し、多

くの参加者があったことは評価できる。また、実行委員等からの周知や声掛けによ

り、約６割の方が初めて先生を務めるなど、新たな人材の発掘につながったことも

評価したい。サマーセミナーにかかわる人材の発掘・拡充と、サマーセミナーの充

実と円滑な実施にむけ、今後も更に工夫・検討されることを期待したい。  

不登校や学校を卒業した若者のニートや引きこもり等、困難を抱える子どもや
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若者を支援する事業として、「生駒市子ども・若者支援ネットワーク」を運営し、

子ども・若者総合相談窓口「ユースネットいこま」を拠点に相談支援をした。対面

やオンライン等を活用した相談体制を実施し、当事者の思いに寄り添いながら、進

路決定等自立に向けた支援体制を強化充実したことは評価できる。  

働き盛りの世代を対象に、学びを通してより豊かな生き方、暮らし方に向けた気

づきやきっかけとなる、未来に広がる学びの場として「ｉｓｃｈｏｏｌ」を計画・

実施した。  

学びと交流の社会見学「まちミル」や、市民・企業・大学など多様な主体による

講座「ミライの教室」を実施し、多くの参加者があったことは高く評価し、今後も

期待したい。また、「学びのポータルサイト」を開設し、「ｉｓｃｈｏｏｌ」の講

座の告知から開催後のレポートまで、様々な学びの情報を発信し、多くの市民の関

心を集めたことは評価できる。  

年齢や性別、障がいの有無や国籍・文化等、個々の違いや多様性を認め合う場を

提供する事業として、「ユニバーサルキャンプｉｎ生駒」を計画・実施してきたが、

コロナ禍の影響もあり、不安なく参加できる宿泊行事の開催は困難との判断で開

催を中止し、事業の在り方を見直し検討した結果、本事業を終了されたことは、や

むなしと考える。  

高齢者の「健康」・「生きがい」・「仲間」づくりをモットーに学習成果をまち

づくりにいかして、地域で活躍することを目指す学びと交流の場である「いこま寿

大学」での実務講習の実施により、地域活動への関心を高め、参加を促すことがで

きたことは評価できる。また、同大学卒業生等の有志による「寿生駒連絡協議会（気

らくネット）」と小中学校との活動につなげる等、地域での活動の場を広げる様々

な取組は評価したい。  

体育施設や生涯学習施設等の施設・設備の改修整備や維持管理を計画的に実施

し、利用者の安心安全の確保に努め、市民サービス向上のため環境整備しているこ
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とは評価している。  

  

２  人と本、人と人をつなぎ、まちづくりの拠点となる可能性に満ちた図書館づく

り  

子どもの読書活動充実に向け、家庭・地域・学校の連携づくりの取組として外部

から講師を招聘した「トライ !  生駒子ども読書会議」は、読書を通じてコミュニ

ケーションを図り、家族の絆を作る取組である「家読」の推進に取り組み、講演内

容をＷｅｂで公開したことは評価できる。また、子どもの健やかな成長の糧となる

よう、「おはなしの会」、「絵本の会」や学校等への出前の「おはなし会」など、

図書館内外のあらゆる場面で子どもに本を届ける取組を実施されていることは、

評価したい。  

図書館は人と本の出会いの場であり、本を通して人と人のふれあいを深める場

の役割を担っている。第９回「ビブリオバトル全国大会ｉｎ生駒」を、本年度も予

選はオンライン配信を活用し、決勝戦は図書会館で実施して、年齢や地域の枠を超

えて語り合う場を開催したことは評価に値する。  

市民との連携や「協創」のもと、新たな文化を創造する「まちづくりのプラット

フォーム」となる図書館を目指し、「本棚のＷＡ」、「未在亭」、「朝活読得会」、

「まちかど図書室」等の取組を実施し、より多くの市民に本の楽しみを届けたこと

は評価できる。人と本、人と人をつなぐ図書館づくりを今後も期待している。  

図書館の運営と充実のため、サービスや利便性の向上を図り、誰もが利用しやす

い運営が必要である。社会全体として読書離れが進んでいる中、民間事業者や自治

会等に出張図書館開催の協力依頼をし、市内イベント等において館外での貸出を

行うことで、利用者が身近な場所で気軽に本に親しみ、借りられる機会を増やして

いることは評価でき、今後に期待する。  

読書活動ボランティアを育成し、同ボランティアと協働し、図書に触れる機会を
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増やす取組は評価し、今後も活発な活動を期待したい。  

読書活動ボランティア養成講座として、「音訳講座」、「学校図書修理講座」、

「子どもに語るおはなし講座」を計画的に実施したことは評価できる。  

そして、音訳ボランティアによる録音図書作成や対面音訳活動、図書の宅配サー

ビス、代読サービスボランティアによる知的障がい者への読書サポート活動や、障

がいや高齢等の理由で図書館利用に困難を感じている人が、気軽に図書館を利用

しやすくする図書館読書バリアフリー事業は評価したい。  

 

３  歴史・伝統文化・芸術を通じた、より豊かなまちの実現  

市民が興味・関心や親しみを持って、地域に根付いた歴史や伝統文化・芸術に触

れることは、より豊かなまちづくりにとって意義深いと考える。  

前回の「生駒市史」発刊後３０年を経過し、その間に発掘調査や古文書調査の新

たな資料・成果が蓄積され、生駒市を取り巻く状況も大きく変化してきており、市

制５０周年を記念した新たな「生駒市史」の編さんは、生駒市への愛着を深め、将

来の生駒市を考えていくための事業として期待している。  

市民が容易に生駒の歴史や伝統文化に触れて、学ぶことができる機会を提供す

る活動として、高山竹林園との連携により、コロナ禍が去り、５年ぶりに小学校児

童対象に茶せん製作実演や茶道体験を実施したことは評価できる。そして、生駒ふ

るさとミュージアムの特別展・企画展、各種講座等の開催や、小学校への出前授業

等、歴史や伝統文化・芸術の広報や学習の機会を提供していることは評価できる。

さらに、生駒市デジタルミュージアムの運営と周知を行い、成果を残している。市

民の郷土愛をはぐくむ生駒ミュージアムの様々な活動に今後も期待している。  

「音楽のまち生駒」の発信では、市民の企画提案による『市民みんなで創る音楽

祭』で市内小中学校への出前授業（アウトリーチ公演）の実施校数・参加者数も大

幅に増え、子どもの音楽教育の充実にも貢献できたことは評価できる。そして、『生
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駒市民吹奏楽団』の活動として、「いこまフェスタ２０２３」や「０才から楽しめ

るファミリーコンサート」や「いこま吹奏楽の日」等を開催した。事業や活動での

様々な制限等はなくなり、来場者が増え、市民が生の音楽にふれて親しむ機会や、

活動の成果を発表する機会を提供し、「音楽のまち生駒」を市内外に発信したこと

は評価に値し、今後も期待したい。  

コロナ禍も一定落ち着き様々な制限がなくなり、幅広い年齢層の市民参加を促

せるような事業や活動を企画し、文化芸術関係の事業や公演の実施回数や来館者

数、参加者数が増えたことは評価したい。  

  

４  「健康」「生きがい」「仲間」「まち」をつくるスポーツの発展  

生駒市では、スポーツを通じて、健康づくり、生きがいづくり、仲間づくり、そ

して豊かなまちづくりを目指し、以前から様々な形でスポーツ活動事業を推進・支

援してきた。  

スポーツを取り巻く社会環境も変化し、生駒市も少子高齢化が進む中、「自分ら

しく輝けるステージ・生駒」を掲げる生駒市にふさわしい運動・スポーツを楽しむ

環境を提供していくため、スポーツに関する施策の方向性や具体的な取組などを

定めた、「第２期生駒市スポーツ推進計画」の策定を行ったことは評価できる。  

統合型地域スポーツクラブは「多世代（子どもから高齢者まで）・多種目（様々

なスポーツを）・多志向（それぞれのレベルで）」で「いつでも・どこでも・誰で

も」が参加できるスポーツ環境の在り方として推進されてきた。「学校部活動の地

域移行」に伴う国の実証事業を受託し、市スポーツ協会や市内統合型スポーツクラ

ブと連携し、専門的な技術指導力を備えた外部指導者を派遣するなど、新たな地域

クラブ活動の推進を見据え、市内統合型スポーツクラブが実施主体となる仕組み

づくりを行ったことは評価し、今後の活動に期待している。  

みんなのスポーツ推進事業は、年齢や障がいの有無に関係なくすべての市民が、
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スポーツに親しみ､楽しむ機会の充実を図ることを目的としている。事業の一つで

ある「いこまスポーツの日」には、市スポーツ施設指定管理者や市内統合型スポー

ツクラブとの連携や取組の実施により、サッカー教室、リレーマラソンやｅスポー

ツ体験会、芝生でのピラティス等を開催し、多くの市民の参加があったことは評価

できる。そして、学校生活で頻度の高い「跳ねる」・「投げる」・「蹴る」の３つ

の動きを、作業療法士、理学療法士、スポーツ指導者により小集団で実施する「障

がい児用運動プログラム事業」を拡充開催し、多くの参加者から高評価をいただい

ていることを評価し、今後も期待している。  

トップアスリート連携事業は、メダリストやトップアスリートを招き、スポーツ

教室や講演会を開催し、すべての市民に憧れや夢を与える機会であり、有名スポー

ツ選手と触れ合うことが大きな影響を与えると考える。県内実業団女子ホッケー

チームによる体験会や、オリンピアンによる水泳教室を開催したことは評価でき

る。今後もこの魅力的な事業の継続をお願いしたい。  

コロナ禍以前のように制限なしで、ほとんどのスポーツ事業を計画・実施し、市

民誰もが気軽にスポーツに取り組み、夢や憧れを抱ける機会を提供していること

は高く評価できる。  

 

 

令和６年８月７日  

              生駒市教育委員会活動点検評価委員  山  中  和  幸  

              生駒市教育委員会活動点検評価委員  十文字  良  明  

 


